
必寺,「市民が主役」のまちづくり

犠

呼吸を合わせ、さあ前進
ゆらゆらと揺れる「はんざり」乗りに挑戦する子ども

たち。6月 9日に古島小学校で「はんぎり競漕」があり

ました。
(内容は14ページに紹介)
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●◆月のおもな内容 o
特集0正式決定。九州新幹線船小屋駅
大きな夢と希望を乗せ、魅力ある

まちづくリヘカll速    …P2～P5
児重手当を小彗3年まで拡大  …P6
DV・ ストーカー被害者の住民票・戸籍

附票。7月から交付制限へ   …P7
7月 11日は

参議院議員通常選挙投票日 …P8
市平和事業 P9

散歩道(みなさんのベージ) …P10～ Pll
サザンクス筑後 P12～P13
まちの話題 P14～P15
保健・衛生 …P16～P17
お知らせ P18～P20
図書室だより ・P21

7月 号

●

Ⅲ

∩

)

)

キキョウ
(秋の七草の一つだが、初夏に

咲く花。幕末の英雄・坂本竜馬

の家紋としても有名。花言葉は

誠実など)

. , ● L コ ● . . . n B ` ぃ
、:】〕(:】〕くこ】,1:】 ,t:!)

・七夕や背筋工 (き 明治びと

長尾 関造さん (津島東)
。地求伝 の埃 をオムおゝ 台風珈

淵上 マス子さん (和泉東)

口の中を斜めにのびる新逹の

逹幅広 (未えのままに
加藤 三知乎さん (赤坂)

※季節の俳句や短歌を募集しています。

住所・氏名を添えて広報統計係ヘ この人にズームイン P22
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憩
6月 24日 、国土 幹

レ

線「船小 駅」 (仮称)設置が認可され

ま し 月は、国の「計画駅」と ス

て 定 した 駅」に

ます。

日 間合せ

‐到市 都 係 (奮

・
1.

ガ ゝ

博多

新鳥栖 (仮称)

久留米

新大牟田(仮称)

新玉名 (仮称)
熊本

新八代

新水俣

ノ

♂

〆

J

0〕 II内

解強
プ

―
ヽ

プ

5 111内線
導

広報ちくご 平成16年 7月号(2)潟
導猛



0ま ちづくりは「市民が主役」。

日ごろ、皆さんが

市政について思つて

おられることを桑野

照史市長に直接伝え

てみませんか。

「市民が主役」の

(受 取 人)

筑後市大字山ノ井898

筑 後 市 長 行

キリトリセンー…  …………び―|
郵便はがき

●

れ

筑後局

承 認

80

差出有効期間

平成16年 9月

30日 まで

(切手不要)

傑野照史市長) まちづ くりに取 り組
んでいる筑後市では、皆さん一人ひと

りの声を大切に、筑後市をもつと住み

よいまちにするために、皆さんからの

「声」をお待ちしています。市政への

提案や疑問、苦情、相談、激励など、

どんなことでも結構です。お気軽にご

意見をお寄せください。

なお、切手を貼らなくても出すこと

ができますが、経費節減のため50円

切手を貼つていただければ助かります。

皆さんからのご意見をお待ちしています。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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〕aB:・
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※お返事を出したいと思いますので、住所、氏名をご記入下さい

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセンー    ーー̈一 一̈…………
● ● ● ● ● ● ●

キリトリセン
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● |
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●市長への手紙は、年に4回 (1・ 4・ 7・ 10月 )

『広報ちくご』に同封しています。

●皆さんからの「声」にお答えできるように、

住所 。氏名をご記入ください。

●寄せられた「声」の一部は、『広報ちくご』

で紹介します。

(掲載する際は匿名とさせていただきます)

●市政に対する建設的なご意見をお寄せください。

個人を誹謗、中傷するような内容はおやめく

ださい。

●イラストやエッセイ、俳句などを書いていた

だいても結構です。

●「市長への手紙」のほかにも、市役所本庁舎

玄関に設置している「提案箱」やファクス、

E―mailな どでも、皆さんからのご意見を受

け付けています。どうぞご利用ください。

総務部市長公室秘書係

Fax 0942-52-5928

E―mail tegami◎ city,chikugo。 lg.jp

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 0● ● ●
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地
元
負
担
の
少
な
い

計
画
駅
と
し
て
認
可

６
月
２４
日
に
国
土
交
通
省
が
認

可
し
た
の
は
、
九
州
新
幹
線
の
建

設
に
あ
た
っ
て
い
る
独
立
行
政
法

人

「鉄
道
建
設

。
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
」
が
行
っ
た
九
州
新
幹
線
鹿

児
島
ル
ー
ト
エ
事
実
施
計
画
の
変
更

申
請
で
、
早
け
れ
ば
平
成
２２
年
に
も

開
業
す
る
博
多
―
新
八
代
間
に

「船

小
屋
駅
」
を
新
設
す
る
こ
と
や
、
博

多
駅
に
新
た
に
新
幹
線
ホ
ー
ム
を
増

設
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
国
に
よ

っ
て
認
可
を

受
け
た
全
国
の
新
幹
線
駅
を
み
る

と
、
次
の
２
種
類
に
大
き
く
分
け
ら

れ
ま
す
。
新
幹
線
の
開
業
ま
で
に

路
線
に
駅
が
組
み
込
ま
れ
る

「計
画

駅
」
と
、
新
幹
線
の
開
業
後
に
地
元

が
要
望
し
て
駅
を
誘
致
す
る

「請
願

駅
」
で
す
。
両
者
の
最
大
の
違
い
は
、

地
元
が
負
担
す
る
設
置
費
用
の
割
合

で
、
国
が
設
置
費
用
の
３
分
の
２
を

負
担
す
る

「計
画
駅
」
で
は
、
残
り

の
９
割
を
県
が
負
担
し
、
１
割

（全

工
事
費
用
の
３
Ｆ
）
を
地
元
市
町
村

な
ど
が
負
担
し
ま
す
が
、
「請
願
駅
」

で
は
新
駅
の
設
置
費
用
の
全
額
を
、

県
や
地
元
市
町
村
が
負
担
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

「請
願
駅
」
に
な
る
と

膨
大
な
地
元
負
担
を
背
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
昭
和
６３
年
に
開
業
し

た
東
海
道
新
幹
線
掛
川
駅

（静
岡
県

)

掛
川
市
）
な
ど
の
よ
う
に
、
地
域
活

性
化
の
た
め
に
膨
大
な
建
設
資
金
を

調
達
し
て
で
も
設
置
に
踏
み
切
っ
た

地
域
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
周

辺
１８
市
町
村
で
つ
く
る

「九
州
新
幹

線
船
小
屋
駅
設
置
促
進
期
成
会
ス
柔

野
照
史
会
長
）
で
は
、
九
州
新
幹
線

が
県
南
地
域
を
通
過
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
こ
の
地
域
の
発
展
の
た
め
地

元
負
担
の
少
な
い

「計
画
駅
」
と
し

て
国
に
認
可
さ
れ
る
よ
う
に
、
熱
心

な
誘
致
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

博
多
―
新
八
代
間
の
開
業
ま
で
１０

年
間
を
切

っ
た
現
時
点
で
考
え
る

と
、
今
回
の
事
業
計
画
変
更
は

「船

小
屋
駅
」
が

「計
画
駅
」
と
し
て
認

可
さ
れ
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ
つ
た

た
め
、
新
駅
が

「計
画
駅
」
と
し
て

正
式
決
定
し
た
こ
と
は
、
市
と
県
南

地
域
の
発
展
に
大
き
な
一
歩
を
記
し

た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「船
小
屋
駅
」
決
定

緊
急
報
告
集
会
を
開
催

６
月
２５
日
、
国
に
よ
る

「船
小
屋

駅
」
の
認
可
を
受
け
、
市
で
は
サ
ン

コ
ア
で

「九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
決

定
報
告
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
集
会

で
は
、
柔
野
照
史
市
長
が

「船
小
屋

駅
」
の
正
式
認
可
を
報
告
し
た
あ
と
、

参
加
者
全
員
が
見
守
る
中

「視
九
州

新
幹
線
船
小
屋
駅
決
定
！
」
の
横
断

幕
が
掲
げ
ら
れ
、
拍
手
で
新
駅
決
定

を
祝
い
ま
し
た
。
新
駅
誘
致
運
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
馬
場
淳
次
前
筑
後

市
長
は

「船
小
屋
駅
が
正
式
に
認
可

さ
れ
て
喜
び
ひ
と
し
お
で
す
。
『船

小
屋
駅
』
の
設
置
が
県
南
地
域
の
浮

揚
と
、
市
の
文
化

。
経
済

・
観
光
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
と

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
今
後
は
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
な

が
ら
、
み
ん
な
が
望
む
駅
を
つ
く
つ

て
ほ
し
い
」
と
、
喜
び
を
か
み
し
め

ま
し
た
。

「船
小
屋
駅
」
認
可

ま
で
の
道
の
り

整
備
新
幹
線
計
画
に

「船
小
屋
」

の
名
前
が
始
め
て
登
場
し
た
の
は
、

平
成
８
年
の
こ
と
で
し
た
。
当
初
九

州
新
幹
線
は
、博
多
か
ら
鹿
児
島
ま

で
、全
線
ス
ー
パ
ー
特
急
方
式
（在
来

線
の
一
部
を
新
幹
線
の
路
線
と
し
て

使
う
方
式
）
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
計
画
に
は
博
多
―
新
入
代
間
の

う
ち
船
小
屋
―
新
入
代
間
を
部
分

着
工
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
、
船

小
屋
が
在
来
線
と
鹿
児
島
へ
向
か
う

路
線
の
分
岐
点
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
で
は
東
海
道

・山
陽
新
幹
線
の
博

多
南
駅
（那
珂
川
町
）
の
よ
う
な
車
両

基
地
的
性
格
を
も
つ
新
駅
が
船
小
屋

に
つ
く
ら
れ
る
の
で
は
と
、
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
平
成
１３
年
の
整
備
新
幹
線
計
画
の

見
直
し
で
、博
多
―
船
小
屋
間
の
着

工
と
と
も
に
九
州
新
幹
線
の
全
線
フ

ル
規
格
化

（線
路
幅
の
広
い
専
用
レ

ー
ル
を
使
う
方
式
）
が
決
ま
っ
た
た

め
、船
小
屋
駅
設
置
の
望
み
は
消
え

て
し
ま
っ
た
か
に
思
え
ま
し
た
。

市
で
は
、
九
州
新
幹
線
が
私
た
ち

の
よ
る
さ
と
を
通
過
し
、
将
来
久
留

米
市
と
大
牟
田
市
の
間
で
経
済

・
産

業
が
停
滞
し
な
い
よ
う
に
、
国
に
対

し
船
小
屋
駅
の
設
置
を
要
望
し
ま
し

た
。
し
か
し
、　
一
自
治
体
の
力
で
は

イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
い
た
め
、
平
成
１４

年
２
月
に
周
辺
１８
市
町
村
と
い
っ
し

ょ
に
期
成
会
を
つ
く
り
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
要
望
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
１５
年
１
月
に

は
大
学
教
授
や
経
済
界
、
地
元
各
界

代
表
者
な
ど
、
１７
人
の
委
員
が
集
ま

り

「九
州
新
幹
線
船
小
屋
駅
周
辺
整

踏′」ヽ屋駅

あしたに夢を !
桑 野 照 史 市長

私 たちの大 きな期待 が込 め ら

れた九州新幹線 「船小屋駅」が、

!密

全線開業時に「計画駅」 として設置されることが

正式決定 しました。「船小屋駅」誘致 は、国や県

の ご指導 を受 けなが ら周辺 18市町村で取 り組ん

で きた課題だけに、感慨無量の思いがあ ります。

博多一鹿児島中央間が全線開通 し、九州に本格的

な新幹線時代力諄U来 した とき、筑後市はもとより

県南地域の振興 と活性化の大 きな起爆斉」になるも

のと期待 しています。

バ ブル経済の崩壊 か ら 10年。 これか らの社会

が求めるものは、スローライフ運動にみ られるよ

うに、安全で安心で きる生活 を送 ることと、心の

癒 しだと思います。 また地方分権が今以上に加速

し、 どのように自立分権型の地域づ くりをしてい

くのかとい うことが、今後 よ リー層問われること

になるで しよう。

一方で地方財政は多難 な時期 を迎えているだけ

に、新駅の設置や周辺開発には国や県 と一体 とな

って、経費を抑えるためのさまざまな創意工夫が

求められています。夢 と希望が二重に膨 らみます

が、財政破綻を心配する誘致反対の皆 さんの声に

も耳を傾 け、正確 な情報 を迅速 に公開 しなが ら、

将来 に向け大事業の達成 に努めていきますので、

市民の皆さんのご理解 とご協力をお願い します。
√
カ当

ぬ導ζ
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屋ヽ駅

備
構
想
検
討
委
員
会
」
を
設
置
。
船

小
屋
駅
周
辺
の
将
来
構
想
（資
料
１
）

や
新
駅
の
位
置
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の

形
状
な
ど
、
新
駅
が
で
き
た
と
き
の

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
ま
と
め
た

「九
州
新
幹
線
船
小
屋
地
区
周
辺
整

備
構
想
」
を
策
定
し
、
期
成
会
へ
提

言
し
ま
し
た
。
期
成
会
で
は
こ
の
構

想
を
も
と
に
、
国
に
対
し
て
積
極
的

な
働
き
か
け
を
現
在
ま
で
続
け
て
き

ま
し
た
。

一
方
同
年
９
月
に
、
筑
後
市
議
会

全
員
協
議
会
で
こ
の
構
想
案
の
説
明

と
新
駅
設
置
費
用
の
試
算
が
明
ら
か

に
な
る
と
、
新
駅
設
置
と
周
辺
整
備

に
必
要
な
地
元
負
担
額
を
巡
り
、
市

民
か
ら
新
駅
設
置
に
対
す
る
反
対
運

動
が
起
き
、現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

船
小
屋
駅
が
国
か
ら
正
式
な
認
可
を

受
け
た
こ
と
で
、
今
後
は
積
極
的
に

情
報
を
開
示
し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

新
幹
線
駅
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た

癒
し
と
憩
い
の
拠
点

新
し
く
設
置
が
決
ま
っ
た
「船
小

屋
駅
」
は
、
平
成
１７
年
度
春
に
一
部

開
園
予
定
の
「県
営
筑
後
広
域
公
園
」

と
隣
接
す
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
る
、

全
国
で
も
例
の
な
い
駅
と
な
る
予
定

で
す
。
矢
部
川
両
岸
の
約
２
０
０
参

と
い
う
広
大
な
敷
地
に
建
設
さ
れ
る

こ
の
公
園
は
、
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー

場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
、
グ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、体
育
館
な
ど
、を死
成

す
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

備
え
た
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
総
合

運
動
公
園
に
な
る
予
定
で
す
。
ま
た

船
小
屋
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
た
大
楠
林
や
、
ア
ユ
や
山

太
郎
ガ
ニ
な
ど
が
生
息
す
る
清
流
・

矢
部
川
、
国
内
有
数
の
炭
酸
含
有
量

を
誇
る
船
小
屋
温
泉
郷
な
ど
、
魅

力
あ
る
地
域
資
源
が
多
数
存
在
し
ま

す
。
さ
ら
に
県
南
の
観
光
名
所
で
あ

る
柳
川
市
や
、奥
八
女
方
面
な
ど
と

ア
ク
セ
ス
す
る
交
通
網
を
整
備
す
る

こ
と
で
「船
小
屋
駅
」
は
、休
日
に
は

ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
・
行
楽
な
ど
で
楽

し
む
人
た
ち
の
拠
点
駅
と
し
て
、
ま

た
平
日
に
は
福
岡
市
や
熊
本
市
な
ど

へ
通
動
す
る
人
た
ち
が
居
住
す
る
た

め
の
拠
点
駅
と
し
て
、十
分
な
乗
降

客
が
見
込
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
が
、
平
成
１４
年
３
月
に
ま
と

め
た

「九
州
新
幹
線
新
駅
に
関
す
る

需
要
予
測
調
査
報
告
書
」
で
は
、
交

通
需
要
予
測
を
す
る
際
に
一
般
的
に

用
い
ら
れ
る

「四
段
階
推
計
法
」
で

「船
小
屋
駅
」
の
利
用
人
数
を
試
算

（資
料
２
）
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

「船
小
屋
駅
」
の
一
日
の
乗
降
客
数

は
１
、
７
２
４
人
と
推
計
。
ま
た
福

岡
市
へ
の
通
勤
客
や

「県
営
筑
後
広

域
公
園
」
の
利
用
者
を
増
や
す
事
業

な
ど
を
企
画
し
て
い
く
こ
と
で
、　
一

日
あ
た
り
さ
ら
に
約
１
、
３
０
０
人

▲ 24日の記者会見て「船/」 屋ヽ駅の認可で県南地以の発展
に明るい光が差した」と語る桑里予市長

新
駅
周
辺
整
備
構
想

（開
業
ま
で
エ
ロ
側
Ш

国
道
２
０
９
号
線

，
ｉ，町
地

九
州
新
幹
線

鹿
」
副
村
創
一
町
射
在
の

Ｊ
Ｒ
船
小
屋
駅

N

0

津島西地区

磋ユ詩 』H困

ロ
ー
タ
リ
ー

県営筑後広域広場
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ヽ

′
、

の
利
用
者
が
見
込
ま
れ
る
と
試
算
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
数
字
は
、

あ
く
ま
で
も
試
算
段
階
の
数
字
で
す

の
で
、
多
少
の
増
減
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、　
一
日
あ
た
り
１
、
７
２
４

人
の
利
用
者
数
は
中
規
模
の
新
幹
線

駅
利
用
者
数
の
平
均
値
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

一
方
、
新
駅
設
置
に
必
要
な
経

費
で
す
が

「九
州
新
幹
線
船
小
屋

地
区
周
辺
整
備
構
想
」
で
は
、
３

月
１３
日
に
開
業
し
た
熊
本
県
水
俣

市

（平
成
１５
年
１
月
１
日
の
人
口

＝
３
万
９
４
４
人
）
の

「新
水
俣

駅
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
経
費
を
試

算

（資
料
３
）
し
ま
し
た
。
新
駅
設

置
に
と
も
な
う
経
費
は
大
き
く
分
け

て
新
駅
の
開
業
ま
で
に
必
要
な
も
の

と
、
開
業
後
の
新
駅
周
辺
整
備
に
必

要
な
も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
開
業

ま
で
に
必
要
な
地
元
負
担
額
は
、
新

駅
合
の
建
設
や
現
在
の
Ｊ
Ｒ
船
小
屋

駅
を
南
へ
約
５
５
０
所
移
設
し
て
新

幹
線
駅
と
連
絡
通
路
で
結
ぶ
費
用
な

ど
、
最
大
で
約
２。
億
円
の
地
元
負
担

が
必
要
で
は
な
い
か
と
試
算
し
て
い

ま
す
。
ま
た
新
駅
開
業
後
の
経
費
に

つ
い
て
は
、
地
元
を
は
じ
め
市
民
全

体
の
声
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
長
期
的

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
試
算
額
と
し
て

は
新
駅
周
辺
の
住
宅
地
や
、
商
業
地

な
ど
を
区
画
整
備
し
て
い
く
と
仮
定

す
れ
ば
、
約
６２
億
円
程
度
か
か
る
の

で
は
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
周
辺
整

備
に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た
市
の
財
政

を
圧
迫
し
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ
け

経
費
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、
今
後

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

大
き
く
改
修
さ
れ
る

Ｊ
Ｒ
羽
犬
琢
駅

九
州
新
幹
線
博
多
―
新
入
代
間

は
、
最
速
で
平
成
２２
年
の
開
業
を
目

指
し
、
現
在

「鉄
道
建
設
・
運
輸

施
設
整
備
支
援
機
構
」
に
よ
っ
て
急

ピ
ッ
チ
で
用
地
交
渉
や
工
事
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅

合
の
大
幅
な
改
修
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
後

は
、
原
則
と
し
て
特
急
は
廃
止
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
分
ダ
イ
ヤ
に
余
裕
が

生
ま
れ
快
速
や
普
通
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
都
市
圏
へ
の
利
便

性
の
高
い
近
距
離
交
通
の
玄
関
口
と

し
て
、
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
の
利
用
価
値
は

将
来
も
高
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
新

し
い
駅
舎
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
昨
年
１
月
に

「Ｊ
Ｒ

羽
犬
塚
周
辺
開
発
委
員
会
」
が
提
言

書
を
ま
と
め
て
市
へ
提
出
。
こ
の
提

言
を
も
と
に
、
現
在
も
調
査
・
検
討

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人

が
集
い
、
生
き
生
き
と
し
た
中
心
市

街
地
に
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

に
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
の
３
つ
の
駅
や
九

州
自
動
車
道
八
女
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン

ジ
、
２
本
の
国
道
な
ど
を
備
え
、
交

通
の
要
路
と
し
て
栄
え
て
き
た
５。
年

の
市
の
歴
史
に
、
今
回
九
州
新
幹

線

「船
小
屋
駅
」
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
、
次
世
代
に
夢
と
希
望
を
つ
な
ぐ

大
き
な
一
歩
を
記
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
市
で
は
、
行
政
の
効
率
化
を

図
り
、
皆
さ
ん
と
正
確
な
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

屋ヽ駅

新駅の需要ラ測結果宙醤PJ
(人/日 )

※需要予測人数は構想段階での試算ですので、経済情

勢や周辺地域の癌性化などによつて変わります

OJR九州の需要予測=2,900人/日

0全線開業後長期的に行う事業 l億円)

※金額は新水俣駅を参考に試算したもので、決定し

た金額て・はありません。また、全線問業後のまち

づくりは皆さんといつしよに長期的に取り組んで

いくもので、今後の検討課題です

鶏 基にともなう経費試算
0全線開業までに行う事業  l億円)

う

全  体 県間の移動 県内の通勤

53乗車人数 851 798

820 53降車人数 873

1,724 1,618 106合  計

船小屋新駅利用者数

事 業 内 容
全体
経費
地元
負担

船小屋駅駅舎建設 60 2

JR船小屋駅舎移設と
自由通路建設

11 8.5

アクセス道路として県道の

整備
79 0

駅前広場や駅舎周辺の道路

整備
11 5.5

その他工事負担金 4

合    計 1 6 1 20

事 業 内 容
全体
経費

元
担
地
負

新駅周辺の住宅地や商業地

の整備 (想定)
87 62

―

'
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City lnfollllation

児
童
薯
章
を

か
撃
轟
年
ま
で
拡

認
定
請
求

・
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

６
月
１４
日
の
通
常
国
会
で

「改
正

児
童
手
当
法
」
が
可
決

・
成
立
し
た

こ
と
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
小
学
校
入

学
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
支
給
さ
れ

て
い
た
児
童
手
当
が
、
小
学
３
年
生

ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
児
童
手
当
の
支
給
対
象
者
の
拡

大
は
、
国
が
進
め
る
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
新

た
に
対
象
と
な
る
小
学
１
～
３
年

生
の
子
ど
も
へ
、
４
月
１
日
に
さ
か

の
ば
っ
て
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。現
在
小
学
１
年
～
３
年
生
の
児

童
が
新
た
に
手
当
を
受
け
る
た
め
に

は
、
市
へ
の
認
定
請
求
ま
た
は
届
け

出
が
あ
要
で
す
。
対
象
と
な
る
児
童

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
は
が
き
で
通
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
受
付
日
に
忘
れ
ず
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
は
勤
務
先
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
単
身
赴
任
な
ど
で
、

養
育
者
の
住
民
票
が
市
外
に
あ
る
場

合
は
、
住
民
票
が
あ
る
市
町
村
で
の

申
請
と
な
り
ま
す

日
小
学
１
年
生

（平
成
９
年
４
月
２

日
～
平
成
１０
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

の
児
童
を
も
つ
世
帯

３
月
ま
で
市
か
ら
児
童
手
当
を

受
け
て
い
た
児
童
の
世
帯
は
、
「現

況
届
」
が
必
要
で
す
。
３
月
分
ま
で

他
市
町
村
で
児
童
手
当
を
受
け
た
あ

と
筑
後
市
へ
転
入
し
て
き
た
世
帯
な

ど
に
つ
い
て
は

「認
定
請
求
」
ま
た

は

「児
童
手
当
額
改
定
認
定
請
求
」

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
福
祉
事

務
所
ヘ

日
小
学
２
～
３
年
生

（平
成
７
年
４

月
２
日
～
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
児
重
を
も
つ
世
帯

現
在
だ
れ
も
手
当
を
受
け
て
い
な

い
世
帯
は

「認
定
請
求
」
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
対
象
児
童
の
弟
や
妹
が

い
る
世
帯
で
現
在
手
当
を
受
け
て
い

る
世
帯
は
、
手
当
額
を
増
額
す
る
た

め
の
「児
童
手
当
額
改
定
認
定
請
求
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
児
童
手
当
額

（月
額
）

【第
１
子

・
２
子
】
５
、
０
０
０
円

【第
３
子
以
降
】
１
万
円

※
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す

日
支
給
月

２
月
、

６
月
、

１０
月

圏
認
定
請
求
・
現
況
届
の
受
付

児
童
手
婆
は
、
申
請
が
な
い
と
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
児
童
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

【と
き
】
７
月
９
日
⑥
午
前
８
時
半

～
午
後
５
時

【と
こ
ろ
】
お
ひ
さ
ま
ハ
ウ
ス

（市

役
所
本
庁
舎
南
側
）

※
右
の
日
程
で
都
合
が
悪
い
人
は
、

福
祉
事
務
所
で
随
時
受
け
付
け
ま
す

※
６
月

「現
況
届
」
で
、
す
で
に
手

続
き
が
終
わ
っ
て
い
る
人
は
、
あ
ら

た
め
て
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん

日
問
合
せ

認
定
請
求
、
現
況
届
の
申
請
用
紙

は
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所

社
会
福
祉
係

（盆
⑩
４
１
１
１
内
線

２
２
４
）
ヘ

9甲甲BⅢⅢ鶴

医
療
費
軽
減
の
認
定
証
は

８
月
中
に
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
で
は
、
保
険
証
以
外
に
加

入
者
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
、
医
療
費
を

軽
減
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
証
や
認
定

証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
証
を

持
っ
た
人
が
入
院
す
る
と
、
か
か
っ
た
医
療
費

の
３
割
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
各
種
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
と
入
院
費

用
の
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

各
種
認
定
証
は
、
認
定
期
間
が
毎
年
７
月
で
終
了
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
必
要
な
人
や
新
た
に
該
当
す
る
人
は
、
８
月
中
に
市
民
課
国
民
健

康
保
険
係
窓
口
で
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
①
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
②
高
齢
受
給
者
の
国
民
健

康
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
③
老
人
医
療
の
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証【対
象
】
①
②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯
主
と
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
人
③
家

族
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、
老
人
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
人

【内
容
】
入
院
中
の
食
事
負
担
額
が
、
１
日
７
８
０
円
か
ら
６
５
０
円

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
９０
日
を
超
え
る

と
、
６
５
０
円
か
ら
５
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
②
③
の
認
定
証
を
持

ち
、
所
得
が
な
い
人
は
３
０
０
円
と
な
り
ま
す

【手
続
き
に
必
要
な
物
】
①
国
民
健
康
保
険
証
と
印
か
ん
②
国
民
健
康
保

険
証
と
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
、
印
か
ん
③
国
民
健
康
保
険
証
と

老
人
医
療
受
給
者
証
、
印
か
ん

※
９０
日
以
上
入
院
し
た

（し
て
い
る
）
人
は
、
９０
日
分
の
領
収
書
ま
た
は

長
期
入
院
証
明
書
が
必
要
で
す

日
①
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
②
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
認

広幸限ちくご 平成16年 7月号(6)翔
聾盈



回
闊
閉

理
学
療
法
士

（嘱
託
職
員
）

募
集

City lnformation

市立病院では、理学療法士

(嘱託職員)を募集 します。
【募集人数】 1人

【資格】理 学療 法 士 の免許 を

持 って い る 45歳程 度 まで の

人

【勤務条件】週 4日 勤務。健

康保険、雇用保険、厚生年金

あり

【報酬】月額 25万 8,000円

【採用予定日】 8月 1日 (日 )

【選考】面接で。 日時は後 日

本人へ連絡 します

【申込み 。間含せ】市販の履

歴書に資格免許証の写 しを添

えて、7月 16日④ まで (必着 )

に市立病院総務課庶務係 (〒

833-0041大字不日泉 917-1
653-7511)Vへ、持 参 す るか

郵送 で

働V多 八併一カコ幌葛脅の

僅 寒9顧
7同紗ら宛樹術り腿ヘ

ロ

7月 か ら市では、 ドメスティック・バイオレンス (配偶者か らの暴力、
DV)や ス トーカー (しつ こくつきまとう人)の被害者が引っ越 しなどを
した際に、被害者の住所が加害者に知 られ新たな被害を受けることを防 ぐ

ため、市へ支援 を申し出た被害者の住民票や戸籍附票 (住所履歴 )を加害

者 (第二者)が閲覧 した り、写 しを交付 した りすることを制限できるよう
にな りました。

申 し出を受けた市では、 まず被害状況を警察などに確認 します。そして

支援の必要があると判断 した場合は、加害者から住民票の閲覧・交付請求

があってもこれを拒否するとともに、被害者や第二者 にな りすました人が

閲覧・交付することを防 ぐため、請求理由を厳格 に審査 します。 また警察

や他市町村 とも密接に情報交換 を行い、被害者をぐ ることに努めていきま

す。住民票や戸籍附票の交付制限に、 ご理解 とご協力をお願い します。

【女寸榎R】

ODV被 害者で、暴力によって生命や身体に危害を受ける恐れがある人
0ス トーカー被害者で、繰 り返しつきまとわれる恐れがある人

0被害者と同じ世帯の人
【支援期間】 1年間 (被害者からの申し出により延長することができます)

【申請先・問合せ】交付制限希望者は市民課にある「支援申出書」に必要

事項を書いて市民課市民係 (盆 53-4112)ヘ

市
で
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
配
慮
す
る
と
と
も
に
経
費
節
減
の

た
め
、
平
成
１５
年
度
か
ら
各
種
税
金
や
料
金
の
納
税
通
知
書

（納
付
書
）、

領
収
済
通
知
書
の
配
付
方
法
を
変
更
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書

は
、
１
年
分
を
冊
子
形
式
に
ま
と
め
、
そ
の
年
度
の
最
初
の
納
付
月
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
は
年
に
１
度
し
か
届

き
ま
せ
ん
の
で
、
な
く
さ
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
人
へ
の
領
収
済
通
知
書
も
、
年
に

一
度
、
３
月
中
旬
ご
ろ
に
１
年
分
を
ま
と
め
て
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
２
日
０
は
、固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
税
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
に
届
い
た
納
付
書

（平
成
１６
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
な
ど
）

を
持
っ
て
、
期
限
内
に
各
金
融
機
関
や
福
岡
八
女
農
業
協
同
組
合
、
郵
便

局
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
問
合
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（盆
⑩
４
１
１
３
）
ヘ

７
堀
は
固
定
資
産
税
の
納
付
月

４
月‐
に
鳳
いヽ
た
機
鱗
調
で
手
続
き
を

定
証
【対
象
】
①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯
主
と
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
全
員
が
、
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
人
②
家

族
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、
老
人
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
人

【
内
容
】
１
カ
月

の
入
院
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
最
高

で

２
万
４
、
６
０
０
円
ま
た
は
１
万
５
、
０
０
０
円
に
な
り
ま
す

【手
続
き
に
必
要
な
物
】
①
国
民
健
康
保
険
証
と
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
、
印
か
ん
②
国
民
健
康
保
険
証
と
老
人
医
療
受
給
者
証
、
印
か
ん

日
手
続
き

・
問
合
せ

市
民
課
国
民
健
康
保
険
係

（谷
①
４
１
１
２
）
ヘ

ぬ韓猛
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
７
月

１１
日
⑪

（６
月
２４
日
ｍ
公
示
）
に
行

わ
れ
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は

「選
挙

区
選
挙
」
と

「比
例
代
表
選
挙
」
の

２
種
類
の
投
票
が
あ
り
ま
す
。
投
票

所
入
場
券
に
書
か
れ
た
市
内
の
投
票

所
で
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
投

票
所
は
、
６
月
２３
日

（登
録
基
準
日
）

現
在
の
住
所
で
決
ま
り
ま
す
が
、
筑

後
市
に
転
入
し
て
３
カ
月
を
経
過
し

て
い
な
い
人

（３
月
２４
日
以
降
に
転

入
し
た
人
）
は
、
以
前
住
ん
で
い
た

住
所
地
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
投
じ
る

”
一
票
は
、
未
来
を
動
か
す
第
一
歩
“

で
す
。せ心
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【投
票
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
８

時【投
票
の
種
類
】

０
選
挙
区
選
挙
＝
候
補
者
名
を
記
入

０
比
例
代
表
選
挙
＝
政
党
名
、
ま
た

は
候
補
者
名
を
記
入

【持
っ
て
く
る
も
の
】
投
票
所
入
場

券囲
開
票

【と
き
】
７
月
１．
日
働
午
後
９
時
１５

分
～
【と
こ
ろ
】
羽
犬
塚
小
学
校
体
育
館

日
選
挙
速
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（Ｆ
ｄ

導
ｒ
ａＦ
ど∂
どい０
トロ

Ｏ
Ｆ
巨肝
ｇ
∝
〇
・Ｐ
Ｊ

ｏ
肝
”
」０
）
で

【投
票
速
報
】
午
前
１０
時
か
ら
７
回

に
分
け
て
掲
載

【開
票
速
報
】
午
後
１０
時
か
ら
掲
載

期
日
前
投
票

仕
事
や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

理
由
で
投
票
日
に
投
票
が
で
き
な
い

人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【と
き
】
７
月
１。
日
ω
ま
で
の
午
前

８
時
半
～
午
後
８
時
。
土
・
日
曜
日

も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【と
こ
ろ
】
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
期

日
前
投
票
所

【持
っ
て
く
る
も
の
】
投
票
所
入
場

券日
問
合
せ

総
務
課
庶
務
法
制
係

（
谷
〇

４
１
１
１
内
線
１
３
０
）
ヘ

７
月
昧
…

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

圃
和
問
題
‥
《
櫃
臀
巽
館
遵
大
会

個
同
県
同
和
問
題
調
演
会

昭
和
５６
年
度
に
県
で
は
、
７
月
を

「同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
し

て
位
置
づ
け
、
今
日
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
、
県
民
を
あ
げ
て
同
和
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

「福
岡
県
同
和

問
題
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【と
き
】
７
月
１６
日
⑥
午
後
２
時
～
４
時
４。
分

（開
場
＝
午
後
１
時
）

【と
こ
ろ
】
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（春
日
市
原
町
）

す
べ
て
の
人
は
、
幸
せ
に
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
現
代
社

会
に
は
、
そ
の
幸
せ
を
踏
み
に
じ
る
差
別
が
根
深
く
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
問
題
を
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
真
剣
に
考
え
、

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

７
月
は

「同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」。
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
同
和
問
題
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
解
決
に
向
け
た
理
解
と
協

力
を
得
る
た
め

「同
和
問
題
。
人
権
啓
発
推
進
大
会
」
を
開
き
ま
す
。
身

の
回
り
の
差
別
を
見
抜
き
、
差
別
を
許
さ
な
い
と
い
う
意
思
と
実
践
力
を

育
ん
で
い
く
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【と
き
】
７
月
２２
日
い
午
後
２
時
～
４
時
半

（開
場
＝
午
後
１
時
半
）

【と
こ
ろ
】
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
小
ホ
ー
ル

【内
容
】
講
演
会

「差
別
を
な
く
し
て
最
高
の
笑
顔
を
」
（講
師
Ｈ
落
語
家
・

桂
七
福
さ
ん
）

※
手
話
通
訳
あ
り

【入
場
料
】
無
料

（申
込
み
は
不
要
）

【間
含
せ
】
人
権
・
同
和
教
育
課

（盆
〇

４
１
１
１
内
線
４
４
１
）
ヘ

広辛Fちくご 平成16年 7月号(3)腱
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う

ヽ

＜
８
月
６
日
に

「平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
く
、
八
女
市

出
身
の
山
田
芳
子
さ
ん

李

＜
８
月
３
日
に
上
映
さ
れ
る
ア
ニ
メ
映
画

「う
し
ろ
の
正
面
だ
あ
れ
」

戦
後
５９
年
目
を
迎
え
、
そ
の
長
い

年
月
が
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
惨
さ

を
風
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
過
去
の
戦
争
を
深
く
反
省

し
、
三
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
８
月
１
日
⑪
～
１０
日
∞
を

「平
和
旬
間
」
と
し
て
、
平
和
を
考

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

日
小
・中
学
生
の
絵
・ポ
ス
タ
ー
展
、

ユ
ニ
セ
フ

「写
真
パ
ネ
ル
展
」

【と
き
】
①
８
月
１
日
⑪
午
前
９
時

～
午
後
５
時
、
２
日
①
～
４
日
い
午

前
９
時
～
午
後
１０
時
、
５
日
い
午
前

９
時
～
午
後
３
時
②
６
日
⑥
午
後
１

時
～
１０
時
、
７
日
ω
～
８
日
⑪
午
前

９
時
～
午
後
１０
時
、
１０
日
例
午
前
９

時
～
午
後
３
時

※
９
日
Ｈ
休
館
日

【と
こ
ろ
】
①
サ
ン
コ
ア
ー
階
ロ
ビ

ｌ
②
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
【入
場
料
】
無
料

囲
戦
時
資
料
展

【と
き
】
①
８
月
１
日
働
午
前
９
時

～
午
後
５
時
、
２
日
①
～
４
日
囚
午

前
９
時
～
午
後
１０
時
、
５
日
榊
午
前

９
時
～
午
後
３
時
②
６
日
⑥
午
後
１

時
～
１０
時
、
７
日
ω
～
８
日
①
午
前

９
時
～
午
後
１０
時
、
１０
日
∞
午
前
９

時
～
午
後
３
時

※
９
日
＝
休
館
日

【と
こ
ろ
】
①
サ
ン
コ
ア
２
階
会
議

室
②
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【入
場
料
】
無
料

日
ア
ニ
メ
険
画

「う
し
ろ
の
正
面
だ

あ
れ
～
東
京
大
空
襲
～
」

【と
き
】
８
月
３
日
例
午
後
１
時
～

（開
場
＝
午
後
０
時
半
～
）

【と
こ
ろ
】
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
小
ホ

ー
ル
【入
場
料
】
無
料

（サ
ン
コ
ア
や
サ

ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
入
場
整
理
券
を
配

布
し
て
い
ま
す
）

日
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

「山
田
芳
子
ソ

ン
グ
＆
ト
ー
ク
」

【と
き
】
８
月
６
日
⑥
午
後
６
時
半

～

（開
場
Ｈ
午
後
６
時
～
）

【と
こ
ろ
】
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
小
ホ

ー
ル
【出
演
】
▼
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

・
山
田

芳
子
さ
ん
▼
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
柴
戸
亜

樹
さ
ん
▼
ト
ワ
ー
ズ
女
声
合
唱
団

【入
場
料
】
無
料

（サ
ン
コ
ア
や
サ

ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
入
場
整
理
券
を
配

布
し
て
い
ま
す
）

日
問
合
せ

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（盆
〇

４
１
１
１
内
線
４
３
１
）
ヘ

【内
容
】
▼
第
１
部
＝
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

「私
の
子
育
て
、
本
当
は
ど
う

か
な
？
」
（出
演
＝
健
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
）
▼
第
２
部
＝
請
演

「部
落
問
題

の
こ
れ
か
ら
ス
講
師
＝
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
・角
岡
伸
彦
さ
ん
）

※
手
話
通
訳
あ
り

【入
場
料
】
無
料

（申
込
み
は
不
要
）

日
間
合
せ

県
人
権

。
同
和
対
策
局
調
整
課

（盆
０
９
２
・６
５
ｌ
ｏｌ
ｌ
ｌ
ｌ
内
線

３
３
５
５
）
ヘ

け́  A・ イ

V鶴

デヽ～三度と軸争を繰り返さないために～

市では、平成 17年度開園を目指 し建設中の「市民の森

公園」に植える、50本の桜 (ソ メイヨシノ)の オーナー

を募集 します。 この事業は、公園内の樹木に愛着を持って

もらおうと市制 50周年記念事業の一つとして行 うもので、

オーナーの皆さんには桜の育成 。管理の一部や周辺の清掃

などを手伝っていただきます。桜は、11月 6日 lヒlの植樹

記念式典で公国内に植えられ、一本一本にオーナーの名前

やメッセージなどを書いたプレー トを設置 します。皆さん

も桜のオーナー (桜の所有権は市に帰属 します)と な り、

思いを込めた桜で公園内を彩ってみませんか。

【募集人数】50人 (団体 )

※ 50人になり茨第締切 り

【対象】市内に住んでいるか通動 。通学 している人、 また

は市内で活動する団体、市内に事業所がある法人など

【負担金】 1万円 (樹木の購入、維持・管理費の一部 とし

て使います)

【申込み・間合せ】都市対策課にある募集案内書に必要事

項 を書 き、 8月 31日 例 までに都市対策課都市計画 。新幹

線係 (653-4111内線 234)べ    | |:

欝
筑
後
市
制
５０
周
年
記
念
事
業

市
民
ワ
森
公
園
内
に
植
ん
ろ

桜
９
オ
ー
サ
ー
墓
集

8月 1日～^10日
■
■
■
ロ

藩善疑
(9)広辛晟ちくご 平成16年 7月号
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みなさんのページ
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賛

ジーコさん(13歳、赤坂 ) シユナイダーさん(9歳、赤坂)

◆
本

砲I

蒸
樋口彩さん (12歳＼大和 )

み
ん
な
の
協
力
で

美
し
い
公
園
に

下
川
久
枝
さ
ん

（上
原

々
北
、
７８
歳
）

私
は

二
月
こ
ろ
か
ら
歯
の
治
療
に
行

っ
て
い
る
。
そ
の
途
中
、
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚

駅
の
南
西
側
に
広
々
と
し
た
公
園
が
あ

る
。
い
つ
通

っ
て
も
美
し
く
清
掃
さ
れ

て
い
る
の
で
、
だ
れ
が
こ
ん
な
に
さ
れ

い
に
さ
れ
る
の
か
と
思

っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
先
週
の
土
曜
日
、
治
療
が

年
前
中
ま
で
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
朝

早
く
歯
科
医
院

へ
急
い
て
い
る
と
、
そ

の
公
詞
で
は
老
人
会
の
人
々
が
、
ざ
る
、

か
ま
、
シ
ャ
ベ
ル
、
ほ
う
き
を
手
に
美

し
い
公
園
に
し
て
い
た
。
私
は
自
分
の

こ
と
で
精

一
杯
な
の
に
、
老
人
会
の
人
々

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
燃
え
て
清
掃

し
て
い
る
姿
を
目
に
し
て
、
深
く
頭
を

下
げ
お
礼
を
言

っ
て
後
に
し
た
。

チ

ュ
ー
リ
ツ
プ
の
咲
き
乱
れ
る
こ
ろ
、

一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
こ
の
公
隔
の

花
壇
に
し
や
が
み
こ
ん
で
何
や
ら
し
て

い
た
。
見
て
み
る
と

「
こ
の
公
曜
に
犬

の
ふ
ん
を
さ
せ
な
い
で
」
の
立
て
札
を

立
て
て
い
た
。
早
朝
か
ら
清
掃
す
る
老

人
会
の
人
々
の
苦
労
も
知
ら
ず
、
公
躙

に
犬
の
ふ
ん
を
さ
せ
る
な
ん
て
何
と
不

心
得
な
人
が
い
る
ん
だ
ろ
う
と
少
々
立

腹
し
た
。
み
ん
な
の
力
で
美
し
い
公
園

に
し

て
い
る

こ
と
を
譜
り
に
し
た

い
と

思

っ
た
。

ヘ

予

ヽヽ

ふ
ん
常
（憤
慨
）

野
田
龍
蔵
さ
ん
（和
泉
中
、
７２
歳
）

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚

駅
南
西
側
の
サ
ザ
ン
カ
広
場
と
そ
の
周

辺
の
清
掃
を
始
め
て
ま
も
な
く
三
カ
月

を
迎
え
る
。
老
人
パ
ワ
ー
を
武
器
と
し

て
取
り
組
ん
だ
こ
の
三
カ
月
間
、
計
画

立
案
時
に
は
ラ
想
で
き
な
か

っ
た
出
来

事
が
い
く
つ
か
発
生
し
た
。

最
初
に
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
前
日
に

広
場
肉
の
ト
イ
レ
に
セ
ツ
ト
し
た
ト
イ

レ
ツ
ト
ベ
ー
パ
ー
が

一
夜
に
し
て
翌
朝

に
は
無
く
な

っ
た
こ
と
だ
。
こ
れ
に
は

一
同
あ
然
、
ど
う
し
て
？

・
・
・
次
に
、

こ
の

一
帯
は
犬
の
ふ
ん
が
な
ん
と
多
い

こ
と
。
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
状
態
な
の
で
、

市
か
ん
き
よ
う
課
に
お
願
い
し
て
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
で
記
録
し
た
ほ
ど
だ

つ
た
。

早
速
市
に
お
願
い
し
て
看
板
を
三
枚
用

意
し
て
も
ら
い
、
最
も
ふ
ん
の
多
い
場

所
に
設
置
し
た
。
そ
の
後
の
見
回
り
役

を
私
が
買

っ
て
出
て
、
毎
日
火
筈
を
后

手
に
拾
い
集
め
る
が
、
拾
い
始
め
て
二

カ
月
も
過
ぎ
よ
う
と
い
う
の
に
今
も

っ

て
絶
え
な
い
。
以
前
ほ
ど
多
く
は
な
い

が
、
ご
て
い
ね
い
に
看
板
の
す
ぐ
脇
に

あ
る
こ
と
も

三
度
三
度
、
と
う
と
う
私

は
ふ
ん
取
り
じ
い
さ
ん
と
な
る
。

私
が
小
孝
生
の
こ
ろ
、
読
み
方
の
時

間
で
召
っ
た
も
の
に

「修
行
者
と
羅
刹
」

と
い
う
の
が
あ

っ
た
。
こ
存
知
の
人
毛

い
る
と
思
う
が
、
わ
が
身
を
賭
し
て
修

行
す
る
修
行
僧
の
姿
を
尊
い
も
の
と
教

え
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
つ
こ
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
み
る
と
、
犬
の
飼
い
主

は
私
に
向
か

っ
て
、
あ
な
た
は
も

っ
と

も

っ
と
世
の
中
の
こ
と
を
勉
強
し
な
さ

い
と
無
言
の
う
ち
に
教
え
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
私
は
あ
り
が

た
い
こ
と
と
大
い
に
感
謝
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
最
初
に
遵
遇
し
た

ト
イ
レ
ッ
ト
ベ
ー
パ
ー
の
件
は
そ
の
後

発
生
せ
ず
、
私
た
ち
に
と

つ
て
は

一
つ

の
安
ら
ぎ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
が
こ

の
ニ
カ
月
間
で

一
番
心
に
ぬ
く
も
り
を

感
じ
た
の
は
、
通
り
す
が
り
の
名
も
知

ら
ぬ
人
達
か
ら
大
変
温
か
い
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
を
頂
い
た

こ
と
だ

っ
た
。

―

‥

缶

町

々

Ｘ

，
〓

、

耳
‐
ヽ
‥
Ｈ

″
↓
ゼ
「

ふ
れ
あ
い
久
富
の
会
会
長

辻
嘉
六
さ
ん

（久
富
、
７８
歳
）

久
富
地
以
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い

久
富
の
会
で
は
、
平
成
十
四
年
九
月
か

ら
松
原
小
学
校
学
重
保
育
す
く
す
く
王

国

へ
の
出
前
教
室
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
小
学
校
児
童
の
土
曜
日
休
暇

に
対
応
し
て
、
会
の
協
力
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
自
主
的
に
行

っ
て
い
る

七
の
で
す
。
毎
月
第

一
・
三
土
曜
日
の

年
前
九
時
か
ら
十

一
時
ま
で
、
協
力
員

三
、
四
人
が
参
加
し
て
子
ど
毛
達
約
十

五
人
を
相
手
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
き
の
遊
び
、
紙
芝
居
、

伝
承
教
室
、
大
切
な
お
国
言
葉
、
水
墨

画
、
大
正
琴
を
使

っ
た
歌
、
い
も
掘
り

な
ど
、
遊
び
を
通
じ
て
社
会
性
が
身
に

つ
く
よ
う
に
、
ま
た
、
学
校
や
教
科
詈

な
ど
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
基
本
に
取
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宝生鈴夜さん (16歳、下北島) さよつぺさん(8歳、赤坂 ) 佐藤浩子さん(11歳、鷲寺)   田島英恵さん(8歳、鷲寺 )
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納 α

ち

ュ
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奇
チ

摯

■

ヤ

甲甲″

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
大
谷

短
大
や
保
育
園
な
ど
と
の
交
流
も
行

っ

て
い
ま
す
。
児
童
の
健
全
育
成
に
は
地

域
と
の
か
か
わ
り
が
大
切
で
す
。
こ
の

よ
う
に
い
ろ
ん
な
経
鮫
や
知
識
を
も

っ

た
大
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
ど

楊
達
に
教
え
、
ふ
れ
あ
う
世
代
間
交
流

事
業
を
こ
れ
か
ら
も
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
政
治
に
関
心
を

ジ
ョ
エ
ル
・
ア
ソ
グ
バ
さ
ん

（西
牟
田
町
、
３５
歳
）

昨
年
十

一
月
の
衆
議
院
投
票
日
の

一

週
間
前
、
友
人
の
マ
サ
ア
キ
と
私
の
英

語
教
室
の
近
く
の
小
さ
な
居
酒
屋
に
入

り
ま
し
た
。
込
ん
て
い
た
の
で
、
私
た

ち
は
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座

っ
て
焼
き
烏
を

注
文
し
、
日
本
語
で
政
治
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。
日
本
の
政
治
家
の
多
く

は
、
自
分
た
ち
の
利
益
の
こ
と
し
か
頭

に
な
い
。
思
想
信
条
に
政
治
生
命
を
か

け
よ
う
と
し
て
い
る
人
は
少
な
い
。
私

は
大
き
な
声
を
出
し
て
そ
う
言
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
私
は
言
い
ま
し
た
。　
一
ら
、

国
民
は
批
判
精
神
を
持
た
ず
に
受
身
の

姿
勢
で
政
治
家
を
見
て
い
る
か
ら
、
事

態
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
る
。

突
然
、
か
な
り
出
来
上
が

っ
た
お
じ

さ
ん
が
マ
サ
ア
キ
の
後
ろ
に
立
ち
、
尊

大
に
彼
の
肩
を
た
た
き
ま
し
た
。

「あ

ん
た
、
外
人
さ
ん
と
政
治
の
話
を
し
て

い
た
よ
う
だ
が
ね
、
日
本
の
政
治
家
の

こ
と
を
あ
れ
こ
れ
言
う
の
は
、
時
間
の

無
駄
だ

っ
て
こ
と
は
わ
か

っ
て
る
よ
な
。

日
本
の
政
治
の
現
状
は
変
わ
り

っ
こ
な

い
ん
だ
。
だ
か
ら
、
日
本
人
は
投
票
が

大
事
だ
な
ん
て
考
え
も
し
な
い
ん
だ
よ
」
。

お
じ
さ
ん
は
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
と
、

千
鳥
足
で
出
て
行
き
、
戸
を
ピ
シ
ャ
リ

と
閲
め
ま
し
た
。

日
本
人
の
多
く
は
、
こ
の
お
じ
さ
ん

の
よ
う
に
政
治
に
無
関
心
で
す
。
昨
年

の
衆
院
選
で
は
有
権
者
の
約
四
十
パ
ー

セ
ン
ト
が
棄
権
し
ま
し
た
。
有
権
者
の

約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
投
票
所
に
行
く

ド
イ
ツ
や
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
民

主
国
家
と
比
べ
る
と
、
驚
く
べ
き
こ
と

で
す
。「時

間
が
な
い
」

「投
票
す
べ
き
候

補
者
が
い
な
い
」

「
日
本
の
政
治
家
は

嘘
つ
き
だ
」
な
ど
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

言
い
訳
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
ど
う

一言
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
棄
権
は

「
現

状
で
結
橋
」
と
言

っ
て
い
る
の
と
同
じ

で
す
。
こ
れ
で
は
変
革
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
は
投
票
に
よ

つ
て
初
め
て
政
治
を

変
え
ら
れ
る
の
で
す
。

政
治
的
無
関
心
、
受
身
の
姿
勢
、
理

由
が
そ
の
い
ず
れ
で
あ
れ
、
投
票
は
当

然
の
特
権
と
思

っ
て
い
る
日
本
人
が
あ

ま
り
に
多
い
の
で
す
。
棄
権
を
す
る
人

は
、
も
し
も
政
治
家
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た
ら
、
あ
る
い
は
、
も
し
も

反
対
勢
力
を
粛
清
す
る
独
裁
者
に
よ

つ

て
統
治
さ
れ
る
国
だ

っ
た
ら
自
分
は
ど

う
思
う
で
あ
ろ
う
か
、
自
間
し
て
み
る

べ
き
で
す
。
国
民
に
選
択
の
権
利
が
与

え
ら
れ
て
い
な
い
国
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
国
の
国
民
は
投
票
の

基
本
特
権
が
得
ら
れ
る
な
ら
、
喜
ん
で

「受
け
身
の
日
本
人
」
と
立
場
を
交
換

す
る
で
し
よ
う
。

民
主
主
義
は
国
民
の
絶
え
ざ
る
関
与

を
跡
要
と
し
ま
す
。
そ
の
質
は
適
正
な

代
表
を
選
ぶ
選
挙
民
の
能
力
に
か
か

っ

て
い
る
の
で
す
。
日
本
の
選
挙
民
は
積

極
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
選
挙
民

一
人
ひ
と
り
が
民
主
主
義
の

成
功
に
向
か

っ
て
行
動
的
に
か
か
わ
る

べ
き
で
す
。

選
挙
後
は
議
員
た
ち
に
手
紙
を
善
い

て
、
彼
ら
が
選
挙
前
に
約
束
し
た
こ
と

を
果
た
す
よ
う
仕
向
け
る
こ
と
が
肝
要

で
す
。
と
か
く
政
治
家
は
世
論
の
圧
カ

が
な
い
と
、
清
潔
で
効
率
的
な
国
民
主

導
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
実
例
し
た
が
ら

な
い
も
の
で
す
。

◆
こ
そ
日
本
国
民
は
本
当
の
政
治
家

を
選
ぶ
た
め
、
受
け
身
で
無
力
な
市
民

を
返
上
し
て
自
己
主
張
す
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
全
日
本
人
が
政
治
に

関
心
を
も
つ
べ
き
で
し
よ
う
。

０
こ
の
投
稿
は
平
成

１６
年
１
月
３‐
日
付

の

．「衛
日
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
、
使
用
承
諾
を
受
け
て
鍬

載
し
て
い
ま
す
。
感
想
な
ど
が
あ
れ
ば

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
ア
ツ
グ
バ
さ
ん

の
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
一ｏ
①
ご

◎
０
９

∽
ω
Ｑ
ω
う
①
す
う
①
」
０
）

000 機稿嘉集中 0●●
エッセイやイラストなどあなたの作品を募集しています。掲載さ

れた人には図書券 (500円分)を送ります。
※グループの紹介や会員募集なども受け付けています
【応募方法】>エ ツセイなど ,400字程度にまとめ、題名を付けて
ください >イラスト:はがきかはがき大の無地の紙に濃い色のベン
や鉛筆で書いてください >会員募集など :グループの活動状況と募
集内容を詈いてください
※ベンネーム (5字程度まで)でも受け付けますが必ず住所・氏名・

年齢・電話番号を書いてください。未発表のものに限ります
【あて先】筑後市まちづくり課「散歩道」係 (〒 833-8601く 住所
不要)53-4111内線 152口区 52-5928日田皿machiduku前@
city.chkugo lg jp)ヘ

島霞騒 (11)広報ちくご 平成16年 7月号
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ケげンクヌ霧

(財)筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942-54‐ 1200
FAX0942-54-1205

第2回例会 (クランック) 発売中

豆休みに家族で音楽鑑蔓はいかがですか

アクロス福岡開館 10周年記念事業

アクロス 弦楽アンサンブル～名山の夕べ～

アクロス福岡から巣立った巷手奏者に国内外で活躍する
トツプの演奏家をカロえ、特別アンサンブルを結成。弦楽オ
―ケストラで送る真夏の名曲コンサートです。

サマーコンサート

午後 6時30分開演
(午後 6時00分開場 )

大ホール

全席指定 一般 ¥2,500
学生 ¥1,OOO

四列囲ペア割引き※サザンクス筑後窓口のみで発売
(一般+学生)¥3,OOO
(一般+一般)¥4,500

※ペア割引き券は、座席の範囲を限定させていた
だきます
※一般 と学生は並びの席を買えます
※学生券はサザンクス筑後、ローソンチケット、
チケットぴあのみで発売しています

コンサートマスター

景山誠治 (東京音楽大学教授)

【出演】

アクロス・ストリング・アンサンブル

【プログラム】

。チャイコフスキー

・―弦楽セレナードハ長調Op 48

。モーツァルト

・…ディブェルティメントニ長調 K136

。ブリテン

・…シンプル・シンフォニーOP4

●

　

●

サザンクス筑後・ローソンチケット・チケットぴあ・サンリブ筑後店・久留米井筒屋
アオキ楽器(八女市)・城島町総合文化センター・ローソン・フアミリーマート・セブンイレブン

腱討刑
「
〕質 研丁̀句DB 同公溜

九州大谷短期大学演濠J放送コース中間発表

ドイツで活躍した副作家ホザレヴアートの代表作、
本邦初演

五つの場面よりなる死者の舞踏小曲

信仰 愛 希望
作/ホルヴァート
演出/梁木靖弘 (九州大谷短則大学教授)
出演/九州大谷短期大学演劇放送コース25期生

午後 6時 30分開演
(午後6時 OO分開場)
小ホール

入場無料

綱
る !連

吾
風
事
‘
朝
独
演
会

Ⅲ

落
語
の
お
も
し
ろ
さ
を

凰

毎
年
吉
例
↑
雇
の
強
溜
会

年
後
６
時
３０
分
開
演

（午
後
６
時
００
分
開
場
）

小
ホ
ー
ル

全
席
指
定
￥
３
、Ｏ
Ｏ
Ｏ

存
分
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

良
い
席
は
お
早
め
に
１

◆
お
こ
と
わ
り

第
３
回
例
会
「伊
勢
正
三
シ

ネ
マ
ヨ
ン
サ
ー
ト
」
は
開
催

を
延
期
し
ま
す
。
日
程
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
、
広
報
ち
く

分
」、会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
し
ら
せ

今
年
度
の
「筑
後
市
美
術

展
」
は
１２
月
に
開
催
し
ま
す
。

搬
入
は
４
月
末
の
予
定
で
す
。

開
催
時
期
が
例
年
と
は
異

な
り
ま
す
の
で
、
出
品
を
予

定
し
て
い
る
人
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
要
綱
は
日
程
が

迫

っ
て
か
ら
配
布
し
ま
す
。

※内容は変更することがあります。料金はすべて税込み、当日¥500増

広報ちくご 平成16年 7月号(12)3梁軍



う

9
フ

国
民
文
化
祭

（国
文
祭
）
の
運
営
を

手
伝

っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【仕
事
内
容
】
来
場
者
の
受
付
、
会
場

案
内
、
駐
車
場
案
内
、
展
示
物
の
監
視
、

来
賓
や
出
演
者
の
湯
茶
接
待
、
ス
テ
ー

ジ
の
運
営

（設
営

・
撤
去
ほ
か
）
、
託

児
な
ど

【ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
報
酬
】
サ
ザ

ン
カ
通

貨
を
発
行
。
１
日
に
つ
き
２
、
０
０
０

ク
ス

（２
、
０
０
０
円
相
当
）

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
は
、
学
校
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
団
体
登
録
も
で
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
み
ん
な
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

を
し
て

「ク
ス
」
を
貯
め
、
サ
ザ
ン
ク

ス
筑
後
で
発
表
会
を
す
る
の
は
い
か
が

で
す
か
。
（
サ
ザ

ン
カ
通
貨
は
、
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
施
設
使
用
料
に
充
て
ら
れ

ま
す
）
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

託
児
ポ
ラ
ン
テ
イ
７
募
集
開
始

国
文
祭
当
日
は
、
託
児

コ
ー
ナ
ー
を

設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

保
育
士
が
ス
タ
ッ
フ
に
入
り
ま
す
の
で
、

資
格
を
持
た
な
い
人
も
補
助
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ポ
ラ
ン
テ
イ
７
と
出
濱
着
で

と
び
う
め
国
文
祭
を
Ｐ
Ｒ

６
月
５
日
、
６
日
に
サ
ザ
ン
ク
ス
筑

後
で
行
な
わ
れ
た

「筑
後

・
か
す
り
市
」

で
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
出
演
者
が

「と
び
う
め
国
文
祭
」

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
国
文
祭
の
グ

ッ
ズ

と
チ
ラ
ン
を
来
場
者
に
配
布
。
「国
民

文
化
祭
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

と
笑
顔
で
声
を
か
け
ま
し
た
。

マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「飛
梅
丸
」
も
登

場
。
あ

っ
と
い
う
間
に
子
ど
も
た
ち
の

輪
が
で
き
ま
し
た
。
２
日
間
で
約
１
万

人
が
訪
れ
た

「筑
後

・
か
す
り
市
」
で

の
Ｐ
Ｒ
は
、
「
と
び
う
め
国
文
祭
」
を

知

っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
様
々
な
機
会
に
Ｐ
Ｒ
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

とT
イ
麒
・ア

とびうめ国文祭
マスコットキャラクター

飛梅丸

http://― .kokubunsai,pref.fukuoka.jp

「
と
び
う
め
国
文
祭
」

の
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
氷

川
き
よ
じ
さ
ん
が
歌
う
と

び
う
め
国
文
祭
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
や
、
開
会
式

。
閉

会
式
を
演
出
す
る
横
内
謙

介
さ
ん
、
大
規
模
総
合
舞

台
事
業

「古
今
東
西
ま
ん

さ
い
大
狂
言
会
」
祭
主

・

野
村
萬
斎
さ
ん
の
情
報
の

ほ
か
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

ま
た
、
サ
ザ
ン
ク
ス
筑

後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

筑
後
市

で
開
催
す
る

「全

国
太
鼓
の
祭
典
」
で
ヽ
ュ
ー

ジ
カ
ル
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」

の
紹
介

ペ
ー
ジ
を
設
置
し

ま
し
た
。
筑
後
市
代
表

の

ち

っ
ご
赤
坂
太
鼓
、
市
民

ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
紹
介
も

あ
り
ま
す
。
運
営
ボ
ラ

ン

テ
イ
ア
募
集

の
ペ
ー
ジ
か

ら
は
登
録
用
紙
を
ダ
ウ

ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

と
び
う
め
国
文
祭

の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ

一
度

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

7月 の
催 し 物

|  |はサザンクス筑後の主催事業です。
そのほかの催 しについては、各主催者 に

お問い合わせ ください。

日 l翌日 催 物 名 会  場 開 演 入場料 問い合わせ先

3⑪ 筑後市
PTA連合会

夏季研修会
小ホール 13:00

市PrA連合会
52‐ 9577

4(日 )
FEALサクセス
ラリー(表彰式)

小ホール 11:30 ¥1,000
FEAL(真日)
21-6318

7硼

大学。短大・専門
学校進学相談会

大ホール

(平土間)
15100

lttl栄美通信
092‐ 751‐ 4517

福祉員
合同研修会

小ホール 13:30
市社会福祉協議会

52‐3969

10。 11

0(日 )
八女筑後ピアノ
コンクール

小ホール
アオキ楽器
0943-22‐ 6337

13υ0 文化発表会 大ホール 9:45
羽犬塚中学校
52‐4158

16雀じ 小ホール 13:30
県農業総合試験場
092‐ 922-4946

17_L
社交ダンス
パーァィ

イベント
ホール

13130 ¥1,000
溝口

090‐ 2516-9150

18(日 )
八女筑後ピアノ
コンクール

小ホール
アオキ楽器
0943-22‐ 6337

221オ、l
第23回筑後市
同和問題・人権
戸
~謀
率キ杵准大会

小ホール 14:30
市人権・同和教育課
53-4111

2熟倒
特別例会(演劇)
『信仰、愛、希望』

小ホール 18:30 入場無料
サザンクス筑後
54-1200

24・ 25
壁)(日 )

アマチユアと
高校生のための
演劇実践講座

全館 10:30
―般¥3000

学生¥1000

291n 不登校公開講座 小ホール 13:30
県南筑後教育事務
司庁     53‐ 7198

30に働 小ホール 18:30 ¥3,000
サザンクス筑後
54-1200

演
劇
実
践
講
座

７
マ
千
ュ
７
と

高
校
生
の
た
め
の

主
催九
州
大
谷
短
期
大
学

高
文
連
演
劇
部
会
筑
後
地
区

働
筑
後
市
文
化
振
興
公
社

毎
年
夏
休
み
期
間
に
行

っ
て
い
る

「演
劇
実
践
講
座
」
。
演
劇
に
つ
い
て
、

そ
の
道
の
プ

ロ
に
よ
る
直
接
指
導
が

好
評
の
講
座
で
す
。
実
際
に
舞
台
を

つ
く

っ
て
、
観
て
、
比
較

で
き
る
、

内
容
の
濃

い
２
日
間
。
あ
な
た
も
演

劇
を
創
る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

〔と
き
〕
▼
１
日
目
＝
７
月

２４
日
⑪
、

午
前

１０
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
▼
２

日
目
＝

２５
日

①
、
午
前

１０
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

〔と
こ
ろ
〕
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

〔参
加
費
〕
▼
個
人
＝

一
般
３
、
０

０
０
円
、
学
生
１
、
０
０
０
円
▼
団

体
＝

一
般
１
万
円
、
学
生
４
、
０
０

０
円
〔講
師
〕
梁
木
靖
弘

（
九
州
大
谷
短

期
大
学
演
劇
放
送

コ
ー

ス
教
授
）
、

齋
藤
豊
治

（同
教
授
）、
日
下
部
信

（同

講
師
）
、
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

ス
タ

ッ

フ※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
７
月

１６
日

⑥

ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
に
申
込
ん
で

く
だ
さ
い

※
申
込
み
の
際
に
、
希
望
す
る
分
科

会

（
「演
技

・
演
出
」
「舞
台
技
術
」

の
い
ず
れ
か
）
を
指
定
し
て
く
だ
さ

い
ヽ

'

◆7月の休館日 (5、 12、 20、 21、 26日 )

サザンクス筑後ホームページ http:〃wwwosathankusu―chikugoior.jp/

丙≦登 (13)広報ちくこ 平成16年 7月号
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斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
演
出
で
会
場
を

沸
か
せ
た
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
シ
ヨ
ー

違いを知つて密全確認

▲2段階右折の方法を教わる
参加者たち

○来日外国人交通安全教室
市内で暮らす外国人に、日本の交通ルールを理

解し安全に過ごしてもらおうと、 6月 6日 に筑後

自動車運転免許試験場で「交通安全教室」が開催

されました。この教室は、市国際化対策連絡協議

会(小サII純久会長)が開いたもので、羽犬塚地区の

織物工場で働く18人の中国人女性が参加しました。

中国では車や人の通行は日本と反対。教室では、

筑後警察署員が自転車に乗った参加者に、交差点

の 2段階右折など、正しい交通ルールや自転車の

安全な乗り方を丁寧に指導しました。来日1年半
の夏偉立さん (22歳)は 「細かい指導でわかり
やすかつた。受講してよかったです」と、感想を

笑顔で話してくれました。

瞳が藍に業まった

2口問
○筑後・かすり市
市を代表する伝統工芸品「久留

米絣」の魅力をたくさんの人に知

ってもらおうと、 6月 5日 。6日

にサザンクス筑後で「第10回筑後・

かすり市」力Sあ りました。

市内の絣工房や地場産品店の出

店が立ち並んだ会場では、久留米

絣の和服や洋服、反物、傘やバッ

グなどがところ狭しと並べられ、

訪れた約 1万人の「絣ファン」た

ちは、手に取ったり試着したりし

ながら自分だけの一品を探してい

ました。また恒例となった「絣の

ファッションショー」では、各工

房がそれぞれの技術と工夫を凝ら

した今年の「新作」を披露。大勢

の観客たちは、 ドレスやフンピー

スを着こなしたモデルたちの姿を、

ため息交じりに眺めていました。

鳥栖市から親子で訪れた平サII千恵

子さんは「毎年母の日に娘から絣

をプレゼントしてもらっています。

孫のためにいつか、絣の反物で着

物をつくるのが夢ですね」と目を

細めていました。

手塩にかけたキュウリに徴声
○苦菜区子ども会が野菜の収穫

若菜行政区公民館の敷地内、約15だの菜園に植

えられたキュウリが実 り、同地区の子どもたち25

人が、 6月 12日 に収穫を行いました。野菜づくり

は、子どもたちに生産する喜びを味わってもらい、

健全育成に役立てようと、同地区の子ども会が今

年から取 り組んでいるもので、キュウリのほかに

トマ トも栽培していま現 大人の背丈以上に成長

したキュウリは、 4月 上旬に子どもたちが植えた

もので、一人一本ずつ苗の栽培を担当し、水まき

や草取 りなどをしながら大切に育ててきました。

この日取れたキュウリは全部で100本余 り。30cm▲ 自分で育てたキュウリをうれ
以上の長さに成長したものもあり、子どもたちは  しそうに収穫する子どもたち

両手いっぱいうれしそうに抱えていました。

く

下
級
生
は
上
級
生
が
支
え
な
が
ら

ブ
ー
ル
を
横
切
り
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
バ
ラ

ン
ス
を
取
り

な
が
ら
懸
命

に
操

る

「
は
ん
ぎ
り
」

と
は
、
ク
リ
ー
ク
に
浮
か
ぶ

ヒ
シ
の

実
取
り

で
使
う
直
径
約

８。
を
、
深
さ

約

３。
を

の
木
製

の
お
け
の
こ
と
で
、

古
島
小
学
校

（
関
津
代
子
校
長
、

５７

人
）

で
は
約

２。
年
前
ま

で
行
わ
れ
て

い
た
地
域

の
伝
統
を
受
け
継

い
で
い

く
た
め
、
毎
年
プ

ー

ル
開
き

の
と
き

に

「体
験
乗
船
」
を
し
て
い
ま
す
。

「
は
ん
ぎ
り
琥
漕
」
は
、
下
川
豊

さ
ん

（古
島
）
、
野
田
喜

一
さ
ん

（井

田
上
）
、
富
安
利
家
さ
ん

（井
田
上
）

の
３
人
が

「
は
ん
ぎ
り
」

の
説
明
や

乗
り
方

の
模
範
な
ど
を
披
露

し
た
あ

と
、
学
年
ご
と
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ゆ
ら
ゆ

ら
と
左
右
に
揺
れ
る

「
は
ん
ぎ
り
」

を
前
進
さ
せ
よ
う
と
、
握
り
締
め
た

櫓
を
使

っ
て
水
を
か
き
分
け
ま
す
が
、

く
る
く
る
回

っ
た
り
沈
ん
だ
り
と
思

う
よ
う
に

い
か
ず
大
喜
び
し
て
い
ま

し
た
。
３
年
生
の
下
川
早
紀
さ
ん

（島

田
）

は

「初
め
は

こ
わ
か

つ
た
け
れ

ど
、
慣
れ
る
と
お
も
し
ろ

い
」
と
、

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

表鶴から
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＞
夢
中
で
ラ
ン
タ
ン
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
。

牛
乳
パ
ツ
ク
で
四
角
い
ろ
う
そ
く
を
つ
く
り
ま
し
た

う

、  ■ 、

温めて冷や して

打火づくりに熱中
○手作リランタン教室

不用になったろうそくなどを利

用した「手作 リランタン教室」が

5月 29日 、 6月 5日 、12日 、19

日の 4日 間、市内 4つ の小学校で

開催されました。この教室は、夏

至の日 (6月 21日 )の夜にろうそ

くの光を囲み、家族でゆつたりと

過ごしてもらおうと、東京都の環

境NGO団 体などが全国に呼びか
けて展開した「100万人のキャン

ドルナイト」へ参加するため、筑

後青年会議所 (稲富治理事長)が
企画したもので、約150人の子ど

もたちが自分だけのランタンづ く

りに

''低

戦しました。

6月 12日 にあった水洗小学校に

は約50人が参加。ランタンは、溶

けたろうそくを牛乳パックに流し

込んだあと、刻んだクレヨンで好

みの色のろうそくを作 り、その上

から模様をつけた牛乳パックをか

ぶせて完成。時間をかけて丁寧に

つ くったランタンが出来上がると、

子どもたちは「やった―」などと

大喜びしていました。

すべって転んで、
口んぼを満口契
○下妻小でドロリンピツク
下妻小学校 (和久曲博司校長、97

人)の児童らが、田植え前の水田で
好区け回る「ドロリンピック」が、 6

月15日 に丼口員さん (下妻)の水田
(約10a)で F汗]催 されました。身近
にある田んぽや稲作の苦労などを体 ▲ビ_チボールを使つたサツカーでは、泥だ
験してもらうことを目的に、今年も  らけになりながらボールを追いかけました
全校児童が参加しました。

リンー競走やビーチボールを使ったサッカー競技などが行われた今年の「ド

ロリンピック」。初めは泥の感触にとまどっていた子どもたちでしたが、その

感覚にもすぐに慣れ、全身泥だらけになりながら水田を駆け回つていました。

5年生の塚本美桜里さん(中牟田)は 「泥の上は走りにくかったけれど楽しかっ

た。また遊びたい」と、競技が終わったあとも名残惜しそうに話してくれました。

ヽ

)

,鶏 |

地域の手で
いたすらの構減を

○ループ橋の落書き消し
中心市街地周辺の防犯意識を高め、

まちの景観を美しくしようと羽犬塚

駅地区安全推進協議会 (高橋達法会

長)のメンバー8人が、 6月 17日 に

▲広範囲に書かれたらく書きを消すのはひと 国道 442号 筑後陸橋 (ループ橋 )
苦労です               に書かれた悪質な落書きの清掃活動

を行いました。清掃活動は、同協議会が今回初めて取 り組んだものでヽ この日

は陸橋西側の橋脚に書かれた落書きを、金属製のブラシやシンナーなどを使っ

てこすりました。 8人は、代わる代わる力を込めて落書きをこすりましたが、

風化した落書きはなかなか消せず悪戦苦闘。完全に消えない落書きに高橋会長

は「書くのは簡単だけど消すのは大変。今日の経験を次国に生かします」と、

完全消去への意欲をみせました。

子
ど
も
を
心
か
ら

種
せ
て
い
ま
す
か

０
子
育
て
語
演
会

「今
、
子
ど
も
た
ち
は
～
子
ど
も
を

取
り
巻
く
状
況
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
が
、
６
月

１９
日
に
サ
ン
コ
ア
で
あ

り
ま
し
た
。
講
演
会
は
、
市
が
県
子
育

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
高
田
悦
也
さ
ん
を

迎
え
て
開

い
た
も
の
で
、
子
育
て
中
の

保
護
者
な
ど
約
１
３
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

講
演
会
の
冒
頭
に
高
田
さ
ん
は
、
佐

世
保
市
で
起
き
た
小
６
同
級
生
殺
害
事

件
に
つ
い
て
触
れ

「事
件
は
人
ご
と
で

は
な

い
。
今
必
要
な
の
は
、
子
ど
も
た

ち
が
自
分
自
身
を
愛
せ
る
よ
う
に
、
親

が
心
か
ら
子
ど
も
を
愛
す
る
こ
と
」
と
、

事
件
が
子
ど
も
だ
け
の
問
題
で
は
な

い

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
妊
娠

後
期
か
ら
乳
幼
児
期
の
子
育
て
が
、
子

ど
も
の
人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
も

つ
こ
と
を
解
説
。
実
体
験
を
通
し
た

ユ

ー
モ
ア
た

っ
よ
り
の
講
演
に
、
参
加
者

た
ち
は
間
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
大
川

市
か
ら
訪
れ
た

３。
歳
代
の
主
婦
は

「子

ど
も
が
登
校
拒
否
ぎ
み
で
悩
ん
で
い
ま

し
た
が
、
講
演
内
容
を
参
考
に
家
族
で

楽
し
く
食
事
す
る
こ
と
を
始
め
た
い
」

と
満
足
し
た
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

ひヽ
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食中毒が多発する季節ですゴ

食
中
毒

の
発
生
は
、
気
温
が
高
く
じ
め
じ
め
と

し
た
梅
雨
時
期
か
ら
増
え
始
め
、
夏
真

っ
盛
り
の

８
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
厚
生
労
働
省

の
食

中
毒
統
計
で
は
、
国
内
で
の
発
生
は
毎
年
２
、
Ｏ

０
０
件
近
く
あ
り
、
そ
の
患
者
数
は
年
間
３
～
４

万
人
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
で
の
発

生
は
飲
食
店
に

つ
い
で
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
食

中
毒
は
、
か
か
る
と
腹
痛

・
下
痢

。
嘔
吐
と
い
っ

た
急
性
胃
腸
炎
の
症
状
を
あ
ら
わ
し
、
時
に
は
生

命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
油
断
で
き
な
い
病
気

で
す
。
食
中
毒
は
、
食
中
毒
原
因
菌
、
ウ
イ
ル
ス

が
付

い
た
食
品
や
飲
料
水
、
フ
グ
の
肝
、
毒
キ
ノ

コ
な
ど
、
体
に
有
害
な
も
の
を
飲
食
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
起

こ
り
ま
す
。
食
中
毒

の
原
因
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
細
菌
に
よ

つ
て
引
き
起

こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
中
毒
は
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
簡
単
な
予
防
方
法
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と
で

予
防
で
き
ま
す
。

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

Ｏ
十
分
な
手
洗

い
を

手
や
指
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
が
付
着
し
て
い

ま
す
が
、
多
く
は
手
洗

い
に
よ

っ
て
洗

い
落
と
さ

れ
ま
す
。
せ

っ
け
ん
を
十
分
に
泡
立
て
、
手
や
指

の
間
や
手
首
も
し

っ
か
り
洗

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

調
理
中
に
肉

・
魚

・
卵
な
ど
を
扱

っ
た
時
は
そ
の

都
度
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。
手
荒
れ
や
傷
な
ど
が

あ
る
と
そ
の
部
分
に
責
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
増
殖
し
、

加
熱
し
て
も
そ
の
毒
素
は
熱
に
強

い
た
め
残

っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
ポ
ソ
手
袋
を
使
う

な
ど
し
て
直
接
食
品
に
触
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
ま
し
さ
つ
。

●
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を

肉

・
魚

・
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
細
菌
は
、
暖
か
く
、
水
分

や
栄
養
分
が
あ
る
環
境
下
で
は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
増

殖
し
ま
す
。
冷
凍
や
冷
蔵
が
必
要
な
食
品
は
買

い

物
の
最
後
に
し
て
、
寄
り
道
を
し
な

い
で
持
ち
帰

り
ま
し
よ
う
。

０
食
品
の
保
存
は
適
正
に

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
は
冷
却
効
率
が

悪

い
た
め
、
７
割
程
度
に
し
ま
し
よ
う
。
ま
た
、

低
温

・
冷
凍
保
存
で
は
細
菌
が
死
滅
し
ま
せ
ん
の

で
、
早
め
に
使

い
切
り
ま
し
ょ
う
。
肉
や
魚
な
ど

は
ビ

ユ
ー
ル
袋
や
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
の
中
の

食
品
に
肉
汁
な
ど
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

Ｏ
包
丁
や
ま
な
板
は
よ
く
洗

っ
て
熱
湯
消
毒
を

肉
や
魚
を
切

っ
た
あ
と
の
包
丁
や
ま
な
板
で
、

生
で
食

べ
る
食
品
や
調
理
の
終
わ

っ
た
食
品
を
切

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
洗

っ
て
熱
湯

消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

し
加
熱
し
て
調
理
す
る
も
の
は
十
分
に
加
熱
を

加
熱
を
十
分
に
行
う
こ
と
で
、
食
中
毒
菌
を
死

滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
食
品
の
中
心
部

ま
で
十
分
熱
が
通
る
よ
う
に
加
熱
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
汁
物
な
ど
は
沸
騰
す
る
ま
で
加
熱
し
ま

し
よ
う
。

Ｏ
残

っ
た
食
品
は
注
意
し
て

残

っ
た
食
品
を
温
め
な
お
す
と
き
も
十
分
に
加

熱
し
ま
し
ょ
う
。
時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
食
品
は
思

い
切

っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
食
中
毒
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

は
、
細
菌
を

「
つ
け
な
い
、
増
や
さ
な
い
、
殺
す
」

の
三
原
則
で
す
。

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
守

っ
て

食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
よ
う
。

食中毒の主な症状

あなたの

食中毒対策

は大立夫 ?

病原菌 感染源 主な症状 予 F′ちのポイント

サルモネラ菌
鶏卵 鶏肉
豚肉など

下痢 腹痛
8厘吐 発烈

十ノ刀＼な力0烈 調理器具の洗浄
手や指の洗浄

腸炎ピブリオ薗 魚介類 激しい腹痛 真水でよく洗う 十分な力0熱

カンピロバクター菌 Ω肉
発烈 腹痛
0厘吐

十分な加熱

腸管出血性

大腸菌015フ
倉肉など

血便 腹痛
嘔吐

十分な加熱

手洗い

黄色ブ ドウ球菌 調理者の手指 嘔吐 下痢 直接さわらない
すぐ食べる

小型嗽形ウイルス 生ガキ
0匡吐 腹痛
下痢 頭痛 十分な加熱
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今日の常生行事
▼問合せ =健康づ くり課

奮 53-4115

◆乳幼児健診 ※母子健康手帳を持ってきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◆各種教室

7月の〕挿おひさま教室
(時間はいずれも10:00～ 11:30)

①13日硼・14日 17kl・ 15日 lttl
「たのしいリズムあそび」

おひさまハウス    【申込み :

②27日∞・28日 17kl

◆8月 (上旬)は…

「こむぎこねんどあそび」 (0～ 2歳児)

③29日 lttl
「スライムねんどあそび」 (3～ 6歳児)

②③=おひさまハウス 【申込み :23日⑥】
*外であそぼう (現地集合)
24日⑪・31日①=筑後保育所プール

雨天のとき=おひさまハウス

υO歳児の赤ちやん広場 (当日受付)

21日 lフkl=おひさまハウス

8月 (上旬 )は…

① 5日 lttl
「みんなでゲーム」「ミニ講演会」

サンコア軽運動室 【申込み :7月 30日③】

【申込み・問合せ】子育て支援センター (a
53-8574)ヘ

①】9日

う

′
ぅ

)

ひ

)

:      “おひさまハウス"を開放します
: 子育て支援センケーでは、 7月 から親子の遊び場として “おひさまハウ
:ス
)を
開放します。親子のふれあいや利用者間の交流にご利用ください

と 〔とき〕毎月第 2土曜日 9:00～ 12:00 13:00～ 16:30

:〔問合せ〕同センター (a53-8574)ヘ

日日曜祝日在宅医

4日  あかさか診療所 (赤坂)    a53-7555
吉山医院(西原西)      a53-3377

■日 馬田医院(二本松)      a53-2568
なかの内科。消化器科 (藤島) 金53-5668

18日 川村皮膚科形成外科 (秋松)  金53-3051
伊藤医院(溝口町)      奮53-3531

19日  中村クリニック(野町)    a52-7311
石井内科医院(上町)     a51-7751

25日  山方内科医院(欠塚)     a52-1351
おおうち内科クリニック(久富)a54-0600

囲歯科休日診療

4・ 11・ 18・ 19・ 25日 八女筑後歯科医師会館内の救急医療

センター(八女市大字本町) ao943-24-4829

れ浮●■'● ●●●争も
'f・
こato l■ 4｀ ¢ヽ

“
0● ●●●●い0'fよ

囲救急指定病院

筑後市立病院 (不日泉西)      a53-75H
日広域眼科在宅医

4日  みやた眼科医院(広川町大字新代)盗 0943-32-6888
■日 槙眼科医院(久留米市城南町) a32-4807
18日  吉田眼科医院(長浜)     a54-1888
19日  池田眼科クリエック(久留米市上津町)a22-8321
25日  しらお眼科クリエック(久留米市野伏間)盗 51-4100
回小児救急外来(19:00～ 22:00)

月。水。金曜日=公立八女総合病院(八女市大字高塚 )
a0943-23-4131

火。木曜日=筑後市立病院      a53-7511

健  診 と  き と こ ろ 対  象  者
4か 月 児 健 診 23日俗)   13:00～ 14:00

保健センター

平成16年 3月 生まれの子

10か 月 児 健 診 2日⑥    13:00～14:00 平成15年 9月 生まれの子

1歳 6か 月児健診 16日④    13:00～14:00 平成14年 12月 生まれの子

3歳 児 健 診 9日餡渤     13:00-14:00 平成13年 6月 生まれの子

就学前の

親子対象。
参加無料教  室 とき。ところ 内  容

もうすぐ

パパママ教室

8日 lオ、110:00～ 12:00
=保健センター

妊娠中の過 ごし方、
栄養指導、妊婦体操
(実習)な ど

15日 ltt110:00～ 12:00

=保健センター

お産のための補助動
作指導、育児につい
て、沐浴 (実習)

乳 幼 児 教 室
13日 9Ю10:00～ 12:00

=保健センター

0歳児の子どもと保
護者。離乳食の指導、
赤ちゃん体操など

おつぱい教室
22日 lオ、110:00～ 12:00

=保健センター

妊帰や授乳中の母子。
妊娠中からの乳房管理、
母乳育児について

内  容 と   き と こ ろ

10か 月児健診 6日悟渤 13:00～ 14:00
保健センター

乳幼児教室(1～ 2歳児) 10日 9い 10:00～ 12:00

ぬ麗薮 (17)広報ちくご 平成16年 7月号
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のベージ

教
科
書
展
示
会

県
で
は
、
平
成

１６
年
度
に
使
わ
れ
て

い
る
県
内
小

。
中
学
校

の
教
科
書
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

（と
き
〕
７
月
７
日
い
ま
で
、
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時

１５
分

（
土

。
日
曜
日

を
除
く
）

〔と
こ
ろ
）
県
教
育
庁
南
筑
後
教
育
事

務
所〔入

場
料
〕
無
料

〔問
合
せ
〕
市
学
校
教
育
課
学
務
係

（
奮

０
４
１
１
７
）

ヘ

親
子
お
楽
し
み
会

子
育

て
サ
ポ
ー
ト
ろ

っ
き
―
で
は
、

子
育

て
交
流
イ
ベ
ン
ト

「親
子
お
楽
し

み
会
」
を
開
き
ま
す
。

〔と
き
〕
７
月
７
日
い
午
前

１０
時
半
～

（開
場
＝
午
前

１０
時
～
）

（と
こ
ろ
〕
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（内
容
）

マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
、
腹
話
術

〔参
加
料
〕
無
料

（間
合
せ
〕
稗
田
由
香
里

（
合
０
９
０

・

２
３
９
５

ｏ
２
６
７
３
）

ヘ

筑
後
養
護
学
校

寄
宿
舎
夏
ま
つ
り

筑
後
養
護
学
校

で
は

「第

２。
回
寄
宿

舎
夏
ま

つ
り
」
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
７
月
９
日
④
午
後
３
時
半
～

６
時
半

（と
こ
ろ
〕
同
校
体
育
館
と
そ
の
周
辺

（雨
天
決
行
）

〔内
容
）
模
擬
店
、
み
こ
し
担
ぎ
、
太

鼓
、
踊
り
、
お
楽
し
み
抽
せ
ん
会
な
ど

〔間
含
せ
）
同
校
寄
宿
舎

（
△
０

０
５

９
１
）

ヘ

親
子
ふ
れ
あ
い
映
写
会

八
女
地
区
視
聴
覚
教
育
協
議
会
で
は
、

映
写
会
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
７
月

２４
日
ω
午
後
２
時
～

（と
こ
ろ
）
八
女
市
立
図
書
館
２
階
視

聴
覚
室

（八
女
市
大
字
本
町
）

〔内
容
〕
ア

ニ
メ
映
画

『
七
夕
も
の
が

た
り
』

『
か
ん
す
け
さ
ん
と
ふ
し
ぎ
な

自
転
草
』

『
ラ
ー
メ
ン
天
使
』
の
上
映

〔入
場
料
〕
無
料

（問
合
せ
〕
八
女
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

（
八
女
市
立
図
書
館
内

容
０
９

４
３
②
２
５
０
４
）

ヘ

※
事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん

お
預
か
り
体
験
交
流
会

ち
く
ご
フ
ア
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト

・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
や
こ
れ
か
ら
入

会
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に

「
お
預
か

り
体
験
交
流
会
」
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
７
月

２９
日
∩
正
午
～
午
後
２

時
半（と

こ
ろ
〕
お
ひ
さ
ま

ハ
ウ
ス

（内
容
〕
集
団
託
児

（
一
人

の
提
供
会

員
が

一
人
の
子
ど
も
を
担
当
）

※

一
般
参
加
者
は
登
録
が
必
要
で
す

〔定
員
〕

１５
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔参
加
料
〕
無
料

（申
込
み

・
間
含
せ
〕
同
セ
ン
タ
ー
事

務
局

（市
福
祉
事
務
所
奮
０
３
１
２
３
）

ヘ友
愛
キ
ャ
ン
プ

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
な
ど
で
は
、

友
愛
キ
ャ
ン
プ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。〔と

き
〕
８
月

２．
日
⑪
～

２２
日
０

〔と
こ
ろ
〕
北
山
キ
ャ
ン
プ
場

（佐
賀

県
三
瀬
村
）

〔内
容
〕
野
外
炊
飯
、

レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
、
き
も
だ
め
し
な
ど

（対
象
〕
市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学
４

年
生
～
中
学
生

〔参
加
料
〕
３
５
０
０
円

〔定
員
）

８。
人
に
な
り
茨
第
締
切
り

※
８
月
初
旬
に
サ

ン
コ
ア
で
事
前
研
修

を
行

い
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

〔申
込
み

・
間
含
せ
〕
７
月

２。
日
い
ま

で
に
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
奮

０
４
１
１
１
内
線
４
３
２
）

ヘ

目
と
子
の
つ
ど
い

市
母
子
寡
婦
福
祉
会

で
は

「母
と
子

の
つ
ど
い
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

（と
き
〕
７
月

１８
日
①
午
前
９
時
筑
後

市
役
所
集
合
出
発
、
午
後
５
時
帰
着
予
定

〔と
こ
ろ
〕
福
岡
市
動
植
物
園

（福
岡

市
中
央
区
）

〔対
象
〕
父
子

・
母
子
家
庭

の
親
子

（参
加
料
）
▼
大
入
Ｈ
ｌ
０
０
０
円
▼

子
ど
も

（会
員
）
＝
無
料
▼
子
ど
も

（会

員
以
外
）
＝
５
０
０
円

〔持

っ
て
く
る
も
の
〕
帽
子
、
水
筒
、

お
や
つ

（昼
食
は
準
備
し
ま
す
）

〔定
員
〕

４。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

（申
込
み

・
間
含
せ
〕
７
月
９
日
⑥
ま

で
に
同
会
事
務
局

（市
社
会
福
祉
協
議

会
内
全
②
３
９
６
９
）

ヘ

第
２６
回
市
民
卓
球
大
会

市
卓
球
協
会
で
は
、
卓
球
大
会
の
参

電話番号はおまちがえのないように

銘後市産ブドウ驚り

市とJAよ くおか八女では「筑後市産
のブドウ (種なし巨峰)狩 り」と「ブド
ウデザート・プドウ大福作り」を行います。

〔とき〕7月 24日とい。25日個)8:00～ 12:00

〔ところ〕」Aふ くおか八女筑後地区セ
ンター集合

〔対象〕市内に住んでいる農家以外の家

族

〔参加料〕 >未就学児=無料 >小 。中学
生=300円 >大人=500円

〔定員〕一日家族50組 (応募多数の場合

抽せん)

〔申込み・問合せ〕 7月 16日⑥までに農

政課農政係 (盆53-41■ 内線331)ヘ

※園内でのブドウは食べ放題ですが、持

ち帰りは1房あたり200円です

募
集

広報ちくご 平成16年 7月 号 (18)ぬ導騒



語
座

日
語
習
会

ity lnfornaation

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

（と
き
〕
７
月

２５
日
①
午
前
９
時
～

〔と
こ
ろ
）
窓
ケ
原
体
育
館

（種
目
）
①
団
体
戦

（
一
般

の
男
子

・

女
子
、
中
学
生

の
男
子

・
女
子
）
②
個

人
戦

（
一
般

の
男
子

・
女
子
、
中
学
生

の
男
子

・
女
子
）

※
中
学
生

の
部
に
は
小
学
生

の
出
場
も

で
き
ま
す

（参
加
料
）
①
団
体

（
１
チ
ー
ム
）

＝

１
０
０
０
円
②
個
人

（
１
人
）
▼

一
般

＝
３
０
０
円
▼
中
学
生
＝
１
０
０
円

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
７
月

１６
日
④
ま

で
に
同
会
事
務
局

・
樋
口

（
金
⑫
４
７

６
１
）

ヘ

パ
ソ
コ
ン
検
定
対
策

請
習
会

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は

「
パ

ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
３
級

ｏ
エ
ク
セ
ル
３

級
）
検
定
対
策
講
習
会
」
を
開
き
ま
す
。

〔と
き
）
９
月
６
日
⑪
～

１１
月
２
日
∞

の
う
ち
４．
日
間

〔と
こ
ろ
〕
久
留
米
市
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー

（久
留
米
市
諏
訪
野
町
）

〔対
象
）
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦

（受
講
料
〕
無
料

（検
定
料
や
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
２
万
円
程
度
は
自
己
負
担
）

〔定
員
）

２。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み

・
問
合
せ
）
市
福
祉
事
務
所

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、

７
月

２８
日
明
ま
で

（
必
着
）
に
同
連
合

会
事
務
局

（
〒
８． ６
‐
０
８
０
４
春
日
市

原
町
３
１
１
＋
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

６
階
盆
０
９
２

・
５
８
４

・
３
９
２
２
）

ヘ※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い

親
子
や
き
も
の
教
室

市
教
育
委
員
会

で
は

「親
子
や
き
も

の
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
７
月

２２
日
い
午
前
９
時
半
～

（と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
２
階
請
習
室
４

（請
師
）
花
宗
焼

・
吉
武
和
美
さ
ん

（対
象
）
市
内
に
住
ん
で
い
る
小

・
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

（参
加
料
）
１
人
１
０
０
０
円

（定
員
〕
親
子

２。
組

（
４５
人
）
程
度
に

な
り
次
第
締
切
り

（申
込
み

・
問
合
せ
〕
７
月

１４
日
い
ま

で
に
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
盆
〇

４
１
１
１
内
線
４
３
１
）

へ

再
就
珊
サ
ポ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー

県
で
は
、
出
産
や
育
児
、
介
護
な
ど

の
理
由
で
退
職
し
た
人

の
再
就
職
を
支

援
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

〔と
き
〕
７
月

２７
日
∞
～

３。
日
④
午
後

１
時
～
４
時
半

（と
こ
ろ
〕
県
立
久
留
米
高
箸
技
術
専

門
校

（久
留
米
市
合
川
町
）

（内
容
）
▼
ワ
ー
ド
を
使

っ
た
職
務
経

歴
書
作
り
▼
面
接
ト
レ
ー

エ
ン
グ
▼
先

輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
▼
企
業

の
求
め

る
人
材
な
ど

（受
講
料
）
無
料

（定
員
）

３。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

（申
込
み

・
間
合
せ
〕
筑
後
労
働
福
祉

事
務
所

（
△
０
７
５
７
９
）

ヘ

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
予
約
し
て
く

だ
さ
い

就
職
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

八
女
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
就
職

活
動
に
役
立

つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
７
月

２３
日
⑥
午
後
１
時
半
～

４
時

４。
分

（と
こ
ろ
〕

ハ
ロ
ー
フ
ー
ク
八
女

（
八

女
市
大
字
馬
場
）

（内
容
）
①
就
職
活
動

の
基
礎
知
識
②

企
業
が
求
め
る
人
材
③

こ
れ
で
安
心
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

（対
象
）
高
校
生
、
大
学
生
、
若
年
者

な
ど
で
就
職
を
希
望
す
る
人

（受
請
料
〕
無
料

（定
員
〕

５。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔申
込
み

・
問
合
せ
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

八
女
求
人

・
職
業
相
談
部
門

（
盗
０
９

４
３
の
６
１
８
８
）

ヘ

‐６
ミ
リ
映
写
機
操
作

技
術
認
定
請
習
会

八
女
地
区
視
聴
覚
教
育
協
議
会
で
は

「
・６
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
認
定
講
習

会
」
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
７
月

２５
日
０
午
前

１０
時
半
～

４
時
半

（と
こ
ろ
）
八
女
市
立
図
書
館
２
階
視

聴
覚
室

・
研
修
室

（八
女
市
大
字
本
町
）

（内
容
〕
①
映
写
機

の
仕
組
み
と
管
理

に

つ
い
て
な
ど
の
講
義
②
映
写
機

の
操

作
実
習
③
実
技
試
験

（対
象
〕
八
女
地
区
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
動

・
通
学
し
て
い
る
人

〔受
講
料
〕
無
料

（定
員
）

２。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

（持

っ
て
く
る
も
の
〕
筆
記
用
具
、
印

か
ん（申

込
み

・
問
合
せ
〕
７
月

１６
日
④
ま

緑の募金緑化推進事業助成

市緑づくり推進協議会では「緑の募金」を

財源 として、団体が行 う緑化事業に助成金

を交付します。

〔対象〕団体が行う地域の緑化事業、古樹
。

銘木等保存事業、花づ くり運動、緑化イベ

ントの開催や普及促進など、緑豊かな環境

づくりをするための事業

〔申込み・問合せ〕市都市対策課にある申

請書に必要事項を書き、 7月 15日いまでに

同課都市計画・新幹線係 (a53-4111内線235)

7'1は 「社会を明るくする運動」強調,1聞

「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、

犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生に

ついて理解を深め、力を合わせ犯罪や非行のな

い明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

八女保護区保護司会では、この運動の強調月

間に合わせて八女地区青少年弁論大会を開催し

ます。

〔とき〕 7月 21日 lオ013:00～

〔ところ〕八女文化会館 (八女市大字本町)

〔出場者〕八女地区の中学生 。高校生

〔入場料〕無料

〔間合せ〕市総務課庶務法制係 (a53-41■内

鶏異131) ′ヽ
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で
に
八
女
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
八
女
市
立
図
書
館
内

盗
０
９
４
３
②

２
５
０
４
）

ヘ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
課
程
養
成
研
修

⑫
県
市
町
村
振
興
協
会
で
は

「
ホ
ー

ム

ヘ
ル
パ
１
２
級
課
程
養
成
研
修
」
を

行

い
ま
す
。

囲
土
曜
日
コ
ー
ス

（と
き
）
▼
講
義

・
実
技

＝
８
月

２．
日

～
来
年
１
月
８
日
の
う
ち
土
曜
日
の
１８

日
間
▼
実
習
＝
来
年
１
月

１．
日
～
３
月

・８
日
の
う
ち
平
日
の
４
日
間

〔と
こ
ろ
）
え
―
る
ピ
ア
久
留
米

（久

留
米
市
諏
訪
野
町
）
な
ど

（対
象
）
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

〔定
員
〕
６
人

（応
募
多
数

の
場
合
は

抽
せ
ん
）

圏
土
日
コ
ー
ス

〔と
き
〕
▼
講
義

・
実
技

＝
９
月
５
日

～
来
年
２
月
６
日
の
う
ち
毎
週
土
曜
日

か
日
曜
日
の
２２
日
間
▼
実
習
＝
１２
月

２。

日
～
来
年
３
月

２４
日
の
う
ち
平
日
の
４

日
間〔と

こ
ろ
〕
久
留
米
赤
十
字
会
館

（久

留
米
市
宮
ノ
陣
）
な
ど

〔対
象
〕
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

〔定
員
〕

■
人

（応
募
多
数

の
場
合
は

抽
せ
ん
）

日
受
講
料

い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
２
万
円

（健
診

費
用
と
し
て
別
に
１
万
円
必
要
）

囲
申
込
み

・
問
合
せ

応
募
は
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
の
み
で
、

７
月

２．
日
い
ま
で
に
印
か
ん
を
持

っ
て

市
健
康
づ
く
り
課
高
齢
者
支
援
係

（
奮

０
４
１
１
５
）

ヘ

自
衛
官

防
衛
庁

で
は

「自
衛
官
」

の
採
用
試

験
を
行

い
ま
す
。

（種
目
〕
▼
①

一
般
曹
候
補
学
生
▼
②

曹
候
補
士
▼
③
２
等
陸
海
空
士
▼
④
看

護
学
生
▼
⑤
航
空
学
生

（資
格
〕
▼
①

Ｈ
ｌ８
歳
以
上

２４
歳
未
満

の
人
▼
②

・
③

＝
１８
歳
以
上

２７
歳
未
満

の
人
▼
④

＝
２４
歳
未
満

の
人
で
、
高
校

を
卒
業
し
た
か
、
来
年
３
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人
▼
⑤

＝
２．
歳
未
満

の
人

で
、
高
校
を
卒
業
し
た
か
、
来
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

（申
込
締
切
日
〕
▼
①

ｏ
②

。
③

・
⑤

＝
９
月
８
日
∩
▼
④
＝
・０
月
１
日
④

囲
自
衛
隊
募
集
説
明
会

自
衛
隊
八
女
募
集
事
務
所
で
は
、
自

衛
官
募
集
に

つ
い
て
の
事
前
説
明
会
を

開
き
ま
す
。

（と
き
〕
７
月

１８
日
０
午
前

１０
時
～

（と
こ
ろ
〕
八
女
市
町
村
会
館

（
八
女

市
大
字
本
町
）

※
事
前

の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん

囲
問
合
せ

自
衛
隊
八
女
募
集
事
務
所

（
盗
０
９

４
３
②
５
１
９
２
）

「けんこう数室」～脂肪肝について～

筑後市立病院では、い

ろいろな病気について学

び、健康意識を高めるた

めに「けんこう教室」を

開催します。

〔とき〕 7月 24日仕】4:00～16:00

〔ところ〕筑後市立病院 2階多目的ホール

〔内容〕>『脂肪肝について』消化器科医
師>『肥満といわれたら』内分泌代謝内科
医師>『食事について』管理栄養士>『運
動について』循環器内科医師

〔参加料〕無料

〔問合せ〕同病院総務課企画情報係(a53-
7511) ヘ

※事前の申込みはい りません

ゝ

１

１

１

ｌ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

∩
1ゝ 十々ヽ

★子育て電話相談 a53-8574(毎 週月～金曜日 9:00～ 17:00)
★教育相談電話  金52-8880   ★福岡県教育ホットライン 金52-4949
★女性の悩み電話相談  金53-2516(毎 週月～金曜日 8:30～ 17:00)

試
験

↑ロ    ヨ央 と   き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

家庭児童相談
毎週月・火・木曜日
8:30ハヤ17:00 市民相談室

児童に関する悩みなど
(家庭児童相談員)

市民課
盆041■内線134

教 育 相 談
毎週周～金曜日
8:30-17:00 教育研究所

いじめ・不登校・学習。進路などの
悩みや心配など  (教育相談員)

教育研究所
定1短働8678

健康に関する
総 合 相 談

毎週金曜日
9:00-12:00

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合相
談     (医 師、看護部長等)

市立病院総務課
定I短97511

心 と 体 の
障 害 相 談

7月 14日 (水 )
13:30ハヤ16:00

おひさまハ

ウス
障害者 (児)やその家族の悩みなど

(社会福祉士)
市民課
盗041■内線134

心の健康相談
毎週金日程日
13:00-16:00 市民相談室

心の病に関する悩みなど
(精神保健福祉士)

市民課
aO咀■内線134

母 子 寡 婦
家 庭 相 談

毎週水曜日
13:00-16:00 市民相談室

生活、仕事、子育て、離婚問題など
(婦人相談員兼母子相談員)

市民課
金04111内線134

補 聴 器相談
7月 20日 (火 )・ 28日 (水 )
10:00-12:00 市民相談室

聴覚障害者用の補聴器について相談
修理など      (指 定業者)

福祉事務所
全041■内線223

在 宅 介 護 相 談  (在宅介護支援センター)
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーや看護師が応じます。
《と き》常時 (土・ 日曜日、祝日、夜間は施設の看護師等が対応します)
《ところ・問合せ》市立病院(a◎ 1439)、芳樹園∞02511)、 クリーンパルゆう(a⑫ 0630)、社会福祉協議会に⑫9066)

広報ちくご 平成16年 7月号(20)島導垂



暉 iV
7月 の体館日

日 月 火 水 木 金 上

い

『ネコのタクシーアフリカヘ行く』
南部利也 (さく)

ハラハラ、 ドキドキ、ネコの冒険
物静 す。

0は 休館日です

第3国子どもの本の語座

『夏休み工作教皇』の参加者募集
図書室では「第 3回子どもの本の講座」を開きます。

今回は、小学生向けの夏休み工作教室です。

小学生のみなさん、福岡県青少年科学館の先生といっ

しょに、本にはさむ葉脈しおりとホログラム万華鏡づく

りをしませんか。ほかにも、科学マジックなどがあり楽

しい内容になっています。みなさんの参加を待っています。

〔とき〕 8月 17日 欲】3:30～ 15:30

〔ところ〕サンコア2階講習室 6

〔対象〕河ヽ学生 (保護者の参加可)

〔参加料〕無料

〔定員〕 100人になり次第締切り
〔申込み・問合せ〕 7月 24日 tDま でに図書室ヘ

※幼児については託児をします

おlきなしのじかん
幼児から小学校低学年を対象に、おは

なしボランティア「ぽけっと」による絵

本の読み間かせなどを行います。

〔とき〕 7月 24日し】1:00～ 11:30

〔ところ〕サンコア1階託児室
!■ 1日 ●■

'日
■E「 ,日
'日
,ロ セBl日 ■口 .:■ 1日 IB→ EIB■ 口

「
■■日
'日
|■ IB

ホ30'クンー
7'リウバ行く

1

406 78
11 0 13 14 15

0‐ 0 21 22
25 0 27  28 29

☆開館時間 9:00～ 17100

(木・金曜日=9:∞～20:(Xl)

☆中央公民館図書室

奮(直)51‐ 7200

金(代)53‐ 2178

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

今

今

0

0♂

う

新刊図書紹介コーナー

<児童向き>

筋 籠
想艶 管かすをさがせ!

つるイずら籍の象真底さん
ムジナ解 膚栄首繰
そらとぶこくばん

ラルフ・イーザウ

三田村信行

茂市久美子

富安陽子

ねじめ正一

く一般向き>
天使になった犬          かどかみむつこ

花鳥                 藤原緋沙子

浪人街 一小説一            鈴木哲也

昭和こども食べ図鑑            奥成達

人間はなぜ戦争をやめられないのか    日下公人
ずっと、いっしよだよ       山本成男 (編)
元気 一人はみな元気に生まれ元気の海へ還る一

五木寛之

男の絵手紙               小池邦夫

相  談 と    き ところ 内  容  (相談員) 間合せ

消費生活相談
毎週月・火・水・金曜日
8:30ハΨ17:00

市民相談室
消費生活に関する苦盾など

(消費生活相談員)
市民課
盗041■内線185

社会保険相談
7月 22日 (本)
10:00-15:00 商

工会議所
社会保険全般について

(久留米社会保険事務所職員)
久留米社会保険事
務所  a⑬ 6191

行 政 相 談
7月 15日 (木 )
10:00-12:00

サンコア2階

談話室
国、公団、公社等に対する背盾・意
見・要望など  (行政相談委員)

市民課
金041■内線183

求 職 相 談
毎週火曜日
10:00-16:00 商

工観光課
職業について。求人票は常時商工観
光課で公開    (職 業相談員)

商工観光課
金⑬41■内線212

労 働 相 談
毎週火・木曜日
8:30-17:00 市民相談

室
給料不払い、雇用主とのトラブルな
ど        (労 働相談員)

市民課
奮⑬咀■内線185

無料法律相談

(昼の部)7月 21日 (水 )
13:30-16:30

(夜の部)7月 22日 (木 )
17:30-19:30

市民相談室

金銭、不動産、家庭問題など。昼の

部=定員7人・予約受付日7月 12日
l月)のみ、夜の部=定員 4人・予約受
付日7月 15日 lttlのみ、抽選で決定

市民課 (予約も)
a⑬41■内線183

レデ イース
法 律 相 談

7月 16日 (金)
17:30-19:30

サンコア
離婚、セクハラなど。相談者は女性
のみ。要予約。先着順 (女性弁護士)

勤労者家庭支援施設
(予約も)a①2516

人 権 相 談
7月 7日 (水 )
10:00-15:00

サンコア2階

談話室

いじめ、差別、近隣とのもめごとなど

(人権擁護委員)
市民課
a041■内線183

心配ごと相談
毎週木曜日
13:00-16:00

総合福祉セ
ンター

いろいろな心配ごと、悩みごとなど

(心配ごと相談員)
社会福祉協議会
空A短)3969

ちくご女性
ほつとライン

毎週月曜日
10:00-16:00 サ

ンコア
夫やパートナーからの暴力等 (DV)
の相談  (女性DV箸専門相談員)

ちくご女性ほつと
ライン奮⑦2600

砲 I
ヘ
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く争

爵
■H+
,電 d
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ハ
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ダ
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掌 ムメ

7月の行事
日 月 火 水 木 金 上

９
月
４
日
か
ら
北
九
州
市
立
美
術
館
分
館

（北

九
州
市
小
倉
北
区
）
で
開
か
れ
る

「第
２６
回
日
本

新
工
芸
展
」
で
、
虻
川
町
子
さ
ん

（尾
島
、
処
威
）

の
染
色
作
品

「水
辺
の
語
ら
い
」
が
、
入
選
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
新
工
芸
展
は
、
①
日
本
新
工
芸
家

連
盟
が

「美
と
生
活
の
調
和
」
を
テ
ー
マ
に
開
い

た
も
の
で
、
陶
器
や
磁
器
、
染
色
、
織
、
金
属
、

漆
な
ど
全
国
か
ら
２
７
６
点
の
応
募
が
あ
り
、
県

内
か
ら
は
入
賞
者
１
人
の
ほ
か
６
人
が
入
選
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
高
さ
１
６
２
を
、
幅
１
３
４
を
の

屏
風
に
貼
ら
れ
た

「水
辺
の
語
ら
い
」
は
、
水
芭

幽
漂
哺
　
勢
ぶ
辞

・
幽
程
型
　
霊
ド
ゝ
マ
程
望

蕉
の
花
が
咲
く
尾
瀬
の
風
景
を
染
め
た
も
の
で

「時

間
の
経
過
を
表
現
し
た
か
っ
た
」
と
話
す
虻
川
さ

ん
の
言
葉
ど
お
り
、
日
没
か
ら
夜
に
か
け
て
徐
々

に
薄
暗
く
な
る
光
の
変
化
を
、
大
胆
な
構
図
と
微

妙
な
色
の
変
化
で
表
現
し
て
い
ま
克

「染
色
は
優
雅
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
も
い
ま

す
が
、
実
際
は
体
力
と
気
力
が
必
要
な
ん
で
す
よ
」

と
笑
う
虻
川
さ
ん
。
溶
か
し
た
ろ
う
を
木
綿
の
布

に
塗
り
、
何
度
も
何
度
も
染
色
―
水
洗
い
―
乾
燥

を
繰
り
返
す

「ろ
う
け
つ
染
め
」
は
、
薄
い
色
か

ら
徐
々
に
染
め
て
い
く
た
め
、
や
り
直
し
が
き
か

な
い
緊
張
感
の
連
続
だ
と
い
い
ま
す
ゃ
そ
れ
で
も

虻
川
さ
ん
が
染
色
に
魅
か
れ
る
理
由
は

「染
色
独

特
の
色
合
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
作
品
が

完
成
し
た
と
き
に
開
放
感
を
味
わ
え
る
こ
と
で
す

ね
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

２５
年
ほ
ど
前
に
京
都
府
か
ら
筑
後
市

へ
、
家
族

と
と
も
に
移
り
住
ん
で
き
た
と
き
か
ら
染
色
に
興

味
を
も
ち
、
そ
れ
以
来
染
色
に
打
ち
込
ん
で
き
た

虻
川
さ
ん
。
昭
和
５７
年
の
県
展
に
初
出
展
で
入
選

し
て
以
来
、
日
展
や
九
州
工
芸
展
、
光
風
会
展
な

ど
数
々
の
展
覧
会
で
入
選
す
る
な
ど
、
そ
の
優
れ

た
感
性
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
ゃ
そ
ん
な
虻

川
さ
ん
自
身
が
、
作
品
づ
く
り
で
常
に
気
を
つ
け

て
い
る
の
は

「自
分
が
感
動
し
た
も
の
を
モ
チ
ー

フ
に
す
る
こ
と
」
だ
と
い
い
ま
す
ゃ

「心
か
ら
感

動
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
作
品
に
で
き
な
い
し

見
る
人
も
心
が
動
き
ま
せ
ん
。　
一
人
で
も
多
く
の

人
が
、
私
の
作
品
か
ら
何
か
を
感
じ
取

っ
て
も
ら

え
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」
と
語
る
虻
川
さ
ん
。

自
然
の
生
命
力
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
の
一
つ

ひ
と
つ
か
ら
は
、
染
色
の
美
を
追
求
す
る
ま
っ
す

ぐ
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
克
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31 隅
闘如牲報腹以鵬る
虻
川
町
子
さ
ん

は市役所の閉庁日です

社会を明るくする運動強調月間

農業委員会

教育委員会◆あいさつ運動 (重点 :

羽犬塚中、古島小 )

《小暑》《七夕》

クリーン作戦 (重点 :古島小校区)

参議院議員通常選挙投票日

《海の日》

小・中学校終業式◆夏の交通安全

県民運動 (～ 31日 )

行政区長会議

《土用の丑》

同不8問題 。人権啓発推進大会

《大署》

市少年の船 (～ 27日 )

青少年海外派遣 (～ 8月 3日 )

¬日

5日

フ日

10日

11日

19日

20日

21日

22日

23日

30日

▲ 入選 作 品の屏 風「水
辺 の語 らい」

月 税

固 定 資 産 税 2期

国民健康保険税 1期
納税は口座振替が便利です

5月 の人の動 き

人 口  47,845人 (-30人 )
男    22,833人 (-10人 )
女    25,012人 (-20人 )
世帯数   15,400戸 (- 1戸 )
※カッコ内は前月からの増減です

5月の交通事故

発生件数    38件 (214件 )
負傷者数    51人 (278人 )
死亡者数    0人 ( 0人 )
※カッコ内は今年の累計です

5月の火災・救急

出火件数     1件 ( 4件 )
火災損害    64万円 (107万円)
救急出動   123件 (635件 )
※カッコ内は今年の累計です

(材料)1人 分
カボチャ……・…
ニンジン…… …

ナス…………Ⅲ…

ピーマン……Ⅲ…

タマネギ……Ⅲ…

トマト………………̀

水煮大豆…………
ニンニク………1

ショウガ・・・・……

カレールウ……`

カレー粉………・

ウスターソース・

ガラスープ……・

油………………・

水………………

(作り方〉
①カボチャ、ニンジン、ナス、
ピーマンは角切りに、タマ
ネギ、 トマトはくし型に切
る。
②ニンニク、ショウガをみじ
ん切りにし、鍋に油を熱し
炒める。次にタマネギを入
れて色がつくまでよく妙め、
カレー粉を入れる。
③②にナスとニンジンを入れ
て炒め、水を加える。沸騰
してから水煮大豆とカボチ
ヤ、 トマト、ガラスープ (粒
状)を入れ煮込む。
④③の火が通ったらピーマン
を入れ、再び沸騰してから
火を止め、カレールウを入
れて溶かす。再び加熱し、
ソースで調味して仕上げる。

覆野菜のデ,し―

(野菜提供=JAよ らん野 )

夏野菜は豊富なビタミ
ンを含み、豆バテを解消
して体の調子を整える lttl
きをします。また、体を
冷やす効果もあります。

べ 5夢 ″ 疹
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